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Ⅰ．調査の概要 
 

■１．調査の目的 

 

上里町では、現在、第５次上里町総合振興計画に基づき「ひと・まち・自然が共に輝く“ハーモニータウ

ン かみさと”」の将来像のもと、町民の皆様と共に全力でまちづくりを進めております。 

この度、令和４年度を初年度とする第５次上里町総合振興計画後期基本計画を策定するにあたり、

平成 29年度にスタートした第５次総合振興計画前期基本計画の検証を行うとともに、町民の皆様のさ

まざまな意見を把握するためにアンケート調査を実施しました。 

 

 

■２．調査対象、調査方法及び調査期間 

 

調査対象 上里町に居住する 18歳以上の 2,000名 

抽出方法 住民基本台帳から無作為抽出 

調査方法 郵送による配布・回収 

調査期間 令和３（2021）年４月 23日～５月 10日 

 
 

■３．回収結果 

 

配布数 2,000票 

有効回収数 877票 

回収率 43.85％ 

 
 

■４．報告書の留意点 

 

○ 図表中の n（number of cases；n）は、回答者数のことです。 

○ 回答割合はすべて nを基数とした百分率で表わし、小数点第二位を四捨五入しています。このため、

百分率の合計が 100.0％にならない場合があります。 

○ 設問には、（１つに○）をする「単数回答」と、（あてはまるものすべてに○）をする「複数回答」の場合

があり、複数回答の場合は、回答比率の合計が 100.0％を超えます。 

○ 設問のなかには前問に答えた人のみが答える「限定設問」があり、図表中の「回答者数」が全体より

少なくなる場合があります。また、問の回答を男女や年代別でみた場合に、性別や年齢の無回答者の

影響で、回答者数が問の回答者総数より少なくなる場合があります。 

○ クロス集計をしている場合、全体のサンプル数と、個別属性のサンプル数の合計と一致しない場合

があります。例として、男女別のグラフがある場合、性別の質問に無回答の人がいるため、男女のサ

ンプル数の合計は、全体のサンプル数と一致しません。また、年代別のクロス集計においては、「90

歳以上」の年代についてはサンプル数が少ないため「80歳代」のカテゴリーに統合し、「80歳以上」

としています。 
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 Ⅱ．調査結果のまとめ 
 

■１．全体編：単純集計結果から 

 

１．住まいや暮らしについて 
 

住まいについては、持ち家の比率が９割近くを占め、居住年数も「20年以上」が約半数となっていま

す。 

現在の暮らしについては、８割以上が「満足している」、「どちらかといえば満足している」と回答してお

り、住みよさについても８割以上が「住みよい」、「まあまあ住みよい」と回答しています。住みよい理由と

しては「買い物の場所や手段が充実している」、「町外への交通の便がよい」などが評価されていました。

一方、住みよくない理由としては「医療・福祉のサービスが不十分」、「町内の交通の便が悪い」などが挙

げられています。 

 
 

２．新型コロナウイルス感染症や健康について 
 

新型コロナウイルス感染症の影響については、「外出機会の減少」が約８割、「人との交流機会の減少」

が約６割となっています。このような中で、新しい生活様式に対応するために必要な取組として、「行政

手続きの非接触化（オンライン化、キャッシュレス決済の推進等）」、「避難所の３密対策やアプリを活用

した被害・避難情報の収集・提供など新たな災害対応」などが多く挙げられていました。 

健康については、自分自身を健康だと思うかについては、約８割が「そう思う」、「ややそう思う」と回

答しており、健康と思う理由としては「食事の量やバランスなどに気をつけているから」、「規則正しい生

活を心がけているから」が挙げられていました。一方、健康と思わない理由としては「ストレスをためてし

まうから」、「定期的に運動をしていないから」などが挙げられています。 

 
 

３．防災や環境問題について 
 

災害への備えのために実践していることについては、「避難所・避難場所の確認」が約４割半となって

いました。一方、「防災備品の準備」、「家具の転倒防止策」、「被災時の家族との連絡方法」、「ハザード

マップの確認」は、「あまり行っていない」、「まったく行っていない」と回答した割合が５割以上となってい

ます。災害時の情報源は「テレビ」が８割半、「インターネットからの災害情報」、「町の防災無線」が約５割

半となっていました。 

また、関心のある環境問題について、「異常気象（気温の上昇、大雨の増加など）」が５割半となってい

ます。 
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４．交通や産業振興について 

 

充実してほしい交通手段については、「高崎線の利便性の確保」、「障害者や高齢者などのための送

迎サービスの充実」が約４割となっていました。 

産業振興の強化については、農業に関しては「農業後継者の育成」が約４割半、商業に関しては「神

保原駅周辺や国道 17号沿線の商業環境の整備」が約４割半、工業に関しては「工業用地の整備と優良

企業の誘致」が約４割半、観光に関しては「観光農業や河川の自然環境を活用した上里ＳＡ周辺地区の

整備事業の推進」が約５割となっています。 

 
 

５．行政やまちづくりについて 

 

行政運営については、「わからない」と「無回答」を除外してみると、６つの対人対応の業務のうち５つ

の業務については、８割以上から良い評価を得ています。また役場での手続きの仕組みなどについても

７割半から８割程度は良い評価を得ています。一方、「休日の開庁頻度」については、良い評価は６割と

なっていますが、悪い評価が約４割となっており、休日の開庁頻度については不満があるとみられます。 

ボランティアの参加経験については、「参加していない」が８割半となっており、今後のボランティア参

加意向についても「参加する予定（つもり）はない」が３割半と最も多く回答されていました。 

外国籍の方との交流については、約7割は「交流をしていない」となっています。外国籍の方と交流す

るために必要な場としては「互いの文化や風習・遊びなどを教え合う場」が約 4割半と最も多くなってい

ました。 

また、地域の印象については、「災害が起こっても、みんなで助け合えると思う」に関しては「そう思う」

「ややそう思う」が約５割となっていたものの、「困っている人を助け合える仕組みができている」に関し

ては「あまり思わない」「まったく思わない」が約６割半となっていました。 

目指すべきまちづくりの方向については、「事故や犯罪のない安全安心なまち」が５割以上となってお

り、ほかにも「地域全体で子どもの成長を支援する子育てのまち」、「良好な生活環境の整った住宅のま

ち」、「高齢者や障害者等を大切にする福祉のまち」などが多く回答されていました。一方、まちづくり活

動の参加意向については「どちらともいえない」が４割半と、最も多くなっていました。 

神保原駅周辺の魅力を高めるために必要な公共の場の機能については、「健康を促進するため運動

を行える場」と「生涯学習やコミュニティ活動のため皆で集まれる場」がそれぞれ約２割半で最も多くな

っていました。 

町の２８の施策の満足度による評価としては、「満足している」と「やや満足している」を合わせた満足

している人の回答割合が最も高かったのは「保健・医療の充実」で、次いで「快適な住環境の確保」と続

いています。一方、「やや不満である」と「不満である」を合わせた不満である人の回答割合が最も高か

ったのは「都市基盤の充実」で、次いで「防犯対策の強化」となっていました。 

また、重要度による評価としては、「重要である」と「やや重要である」を合わせた重要と考える人の回

答割合が最も高かったのは「保健・医療の充実」で、次いで「防犯対策の強化」と続いています。 
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■２．分析編から 

 

１．クロス集計 
 

＜町の住みよさと今後の居住意向について＞ 

上里町での暮らしの満足度について、年代別にみると、「満足している」の割合は、20 歳代と

80 歳以上に多くなっています。 

上里町の住みよさについて、年代別にみると、「住みよい」の割合は、20歳代と 80歳以上に多

くなっています。居住地区別にみると、「七本木小学校区」において「住みよい」の割合が最も高

くなっています。 

上里町への今後の居住意向について、年代別にみると、50 歳代を除き、基本的に年齢が高くな

るほど「ずっと住み続けたい」の割合が高くなっています。 

 

＜健康や運動習慣について＞ 

自分自身を健康だと思うかについて、年代別にみると、全体的に年齢が高くなるにつれて、「そ

う思う」の割合が低くなる傾向が見られます。 

また、スポーツ等の頻度について、年代別にみると、「ない」という割合は基本的に年齢が上が

ると高くなっていきますが、70歳代のみ例外的に少なくなっています。 

 

＜防災について＞ 

災害時の情報源について、年代別にみると、「インターネットからの災害情報」は年代が上がるほど少

なくなり、逆に「近所の人等からの口頭による情報を情報源とする割合」は年代が上がるほど多くなる傾

向がみられます。 

 

＜交通手段について＞ 

充実してほしい交通手段について、年代別にみると、若い世代において「高崎線の利便性の確保」、

高齢の世代において「障害者や高齢者などのための送迎サービスの充実」と回答とする割合が高くなっ

ています。居住地区別にみると、「高崎線の利便性の確保」については「賀美小学校区」や「上里東小学

校区」で高く、「七本木小学校区」や「長幡小学校区」で低くなっています。また、「民間バス（本庄市等）

の利便性の確保」は「七本木小学校区」が高く、「こむぎっち号（コミュニティバス）の充実」は「長幡小学

校区」が高くなっています。 

 

＜キャッシュレス決済について＞ 

キャッシュレス決済の利用経験について、年代別にみると、基本的な傾向として、年代が上が

るほど利用していない割合は多くなり、逆に若い世代ほどクレジットカードの利用割合やスマー

トフォン決済などの利用割合は多くなっています。 
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＜男女の地位について＞ 

男女の地位について、男女別に意見をみると、「法律や制度」、「社会全体」、「家庭生活」のいず

れでも男性の方が女性よりも、「平等」と感じている割合が高くなっています。一方、「男性優遇」

と「どちらかといえば男性優遇」を合計した割合も、女性の割合が高くなっており、女性の方が

男性に比べて、“男性は優遇されている”と感じているといえます。 

 

２．経年比較 

 

＜町の住みよさと今後の居住意向について＞ 

上里町の住みよさについて経年比較でみると、大きな変化はなく、いずれも「住みよい」と「ま

あまあ住みよい」の合計は８割前後が続いています。 

上里町に住み続けたいかについて経年比較でみると、大きな差ではないものの、「ずっと住み続

けたい」の割合は前々回の５割弱から今回の４割強へとわずかに減少しています。 

 

 

３．CS分析 
 

町の施策に対する町民の満足度と重要度を掛け合わせて４つの象限に分類し分析するＣＳ分析

では、満足度が低く、重要度が高い重点改善分野にある施策は、「防犯対策の強化」「都市基盤の

充実」「環境保全の推進」「交通安全対策の強化」「経済的困窮者への支援」が該当しています。 
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Ⅲ．調査結果（全体編：単純集計結果） 
 

■１．あなたご自身のことについて 

 

問１ あなたご自身のことについて伺います。（それぞれ１つに○） 

（１） 性別 

性別についてみると、男性 48.6％、女性 46.8％、無回答 4.7％となっています。 

 
 

（２）年齢 

年齢についてみると、「20 歳未満」が 2.2％、「20 歳代」が 11.3％、「30 歳代」が 17.3％、「40

歳代」が 20.6％、「50歳代」が 14.5％、「60歳代」が 13.0％、「70歳代」が 15.3％、「80歳代」

が 4.7％、「90歳以上」が 0.6％、「無回答」が 0.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

男

48.6%女

46.8%

無回答

4.7%

20歳未満

2.2%

20歳代

11.3%

30歳代

17.3%

40歳代

20.6%
50歳代

14.5%

60歳代

13.0%

70歳代

15.3%

80歳代

4.7%

90歳以上

0.6%

無回答

0.6%

(n=877) 

(n=877) 
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（３）職業等 

職業についてみると、「会社員・公務員（派遣含む）」が 40.1％と最も多く、次いで「臨時雇用・

パート」が 17.7％となっています。 

 

 

（４）業種 【職業がある方のみ】 

 業種についてみると、「製造業」が 25.2％と最も多く、次いで「その他」が 18.8％となってい

ます。 

 

 

  

自営業・自営業

の家族従業者

9.6%

会社員・公

務員（派遣

含む）

40.1%

臨時雇用・パート

17.7%

学生

3.9%

家事専業

9.7%

無職

17.6%

無回答

1.5%

6.4

25.2

6.8

4.7

14.9

3.4

16.4

18.8

3.4

0 5 10 15 20 25 30

農業

製造業

建設業

卸小売業

医療・福祉

宿泊・飲食サービス業

その他サービス業

その他

無回答 (n=591) 

(n=877) 

(％) 
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（５）居住地 

居住地区についてみると、「神保原小学校区」が 20.5％と最も多く、次いで「上里東小学校区」

が 20.2％となっています。 

 

 

 

 

■２．お住まいについて 

 

問２ あなたの現在のお住まいは、次のうちどれにあてはまりますか。（１つに○） 

住まいについてみると、「戸建て（持ち家）」が 86.8％と最も多く、次いで「民間の賃貸アパー

ト」が 7.8％となっています。 

 

 

 

 

賀美小学校区

18.4%

長幡小学校区

17.7%

七本木小

学校区

18.6%

上里東小学

校区

20.2%

神保原小

学校区

20.5%

無回答

4.7%

戸建て（持ち家）

86.8%

戸建て（借家）

3.0%

民間の賃貸

アパート

7.8%

公営住宅

0.8%
社宅・寮

0.1%
その他

1.1% 無回答

0.5%

(n=877) 

(n=877) 
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問３ あなたは、上里町に住み始めてから、何年になりますか。町外に一度出て戻られた場合は、

通算した年数をお答えください。（１つに○） 

居住年数についてみると、「20 年以上」が 46.6％と最も多く、次いで「生まれた時からずっと

（転出経験なし）」が 19.8％となっています。 

 

 
 
 

■３．現在の暮らしについて 

 

問４ 現在の上里町での暮らしについて、満足していますか、それとも不満ですか。（１つに○） 

上里町での暮らしについてみると、「満足している」が 24.9％、「どちらかといえば満足してい

る」が 61.1％で、合計すると 86.0％が満足していると回答しています。 

 

 

１年未満

1.8%

１～３年未満

4.8%

３～５年未満

3.1%

５年～10年未満

8.1%

10年～15年未満

8.4%

15年～20年未満

6.8%

20年以上

46.6%

生まれた時か

らずっと(転出

経験なし)

19.8%

無回答

0.5%

満足している

24.9%

どちらかといえ

ば満足している

61.1%

どちらかといえ

ば不満である

11.4%

不満である

1.9%

無回答

0.7%

(n=877) 

(n=877) 
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54.8

43.8

35.5

25.6

13.9

12.6

10.3

6.0

6.0

4.7

2.4

5.9

7.5

0.8

0 10 20 30 40 50 60

買い物の場所や手段が充実している

町外への交通の便がよい

治安がよい

公園や自然などの環境がよい

近所のつきあい、地域活動の活発さ

町内の交通の便がよい

医療・福祉のサービスがよい

保育・教育のサービスがよい

公共施設などが充実している

防災体制が整っている

就労の機会が多い

その他

わからない・特にない

無回答

問５ あなたは、上里町は住みよいと感じていますか。（１つに○） 

住みよさについてみると、「住みよい」が 25.1％、「まあまあ住みよい」が 60.0％で、合計する

と 85.1％が住みよいと回答しています。 

 

 
 

【問５で「１．住みよい」「２．まあまあ住みよい」を選択した方】 

問 5-1 上里町が住みやすいと感じる点は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

住みやすいと感じる点についてみると、「買い物の場所や手段が充実している」が 54.8％と最も

多く、次いで「町外への交通の便がよい」が 43.8％となっています。 

 

 

住みよい

25.1%

まあまあ住みよい

60.0%

あまり住みよくない

12.5%

住みよくない

1.9%

無回答

0.5%

(n=746) 

(％) 

(n=877) 
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49.6

47.2

44.1

43.3

37.0

30.7

24.4

22.0

12.6

9.4

8.7

14.2

2.4

0.8

0 10 20 30 40 50 60

医療・福祉のサービスが不十分

町内の交通の便が悪い

町外への交通の便が悪い

買い物の場所や手段が少ない

公園や自然などが少ない

公共施設が充実していない

保育・教育のサービスが不十分

就労の機会が少ない

治安が悪い

防災体制が整っていない

近所のつきあい、地域活動が少ない

その他

わからない・特にない

無回答

【問５で「３．あまり住みよくない」「４．住みよくない」を選択した方】 

問 5-2 上里町が住みよくないと感じる原因は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

住みよくないと感じる点についてみると、「医療・福祉のサービスが不十分」が 49.6％と最も多

く、次いで「町内の交通の便が悪い」が 47.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(n=127) 

(％) 
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問６ あなたは、今後も上里町に住み続けたいですか。（１つに○） 

上里町に住み続けたいかについてみると、「ずっと住み続けたい」が 42.6％、「当分は住み続け

たい」が 34.1 で、合計すると 76.7％が住み続けたいと回答しています。 

 

 
【問６で「４．いずれ町外に転出したい」、「５．すぐに町外に転出したい」を選択した方】 

問 6-1 転出する理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

転出する理由についてみると、「進学・転勤・就業のため」が 31.8％と最も多く、次いで「生活

環境がよくないため」が 30.3％となっています。 

 

 

 

  

ずっと住み

続けたい

42.6%

当分は住み

続けたい

34.1%

わからない

15.3%

いずれ町外に

転出したい

7.0%

すぐに町外に転出したい

0.6%
無回答

0.5%

31.8

30.3

28.8

12.1

9.1

6.1

4.5

0.0

16.7

12.1

3.0

0 5 10 15 20 25 30 35

進学・転勤・就業のため

生活環境がよくないため

公共交通がよくないため（電車・バス等）

町の行政サービスに不満足なため

子どもの学校のため

結婚のため

親の介護のため

妊娠・出産のため

その他

理由はない

無回答 (n=66) 

(n=877) 

(％) 
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問７ 新型コロナウイルス感染症の影響についてお聞きします。コロナ禍以前と比べて、生活や心

身にどのような変化がありましたか。（あてはまるものすべてに○） 

新型コロナウイルス感染症の影響についてみると、「外出機会の減少」が 77.9％と最も多く、次

いで「人との交流機会の減少」が 60.5％となっています。 

 

 

 

  

77.9

60.5

32.5

25.7

21.0

8.4

2.7

11.2

1.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

外出機会の減少

人との交流機会の減少

精神的なゆとりの減少

地域活動の停滞

収入の減少

健康の悪化

その他

困っていることは特にない

無回答 (n=877) 

(％) 
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42.5

39.2

27.4

26.9

24.9

20.8

10.9

6.5

10.4

0 10 20 30 40 50

行政手続きの非接触化（オンライン化、キャッシュレス

決済の推進等）

避難所の３密対策やアプリを活用した被害・避難情報の

収集・提供など新たな災害対応

学校教育におけるデジタル技術を活用した授業の導入

オンライン診療・オンライン服薬指導の環境整備

オンラインやインターネットを活用した見守りや相談、

地域活動の情報提供など、地域の新しいつながりの創出

テレワークなどを活用した、時間や場所にとらわれない

柔軟な働き方の推進

文化・芸術・スポーツ・伝統行事などのリモートライブ

やプロモーション動画の配信など

その他

無回答

問８ 新しい生活様式※に対応するために、今後町は、どのような取組を特に進めるべきだと思い

ますか。（主なもの３つまでに○） 

新しい生活様式に対応するための取組についてみると、「行政手続きの非接触化（オンライン化、

キャッシュレス決済の推進等）」が 42.5％と最も多く、次いで「避難所の３密対策やアプリを活

用した被害・避難情報の収集・提供など新たな災害対応」が 39.2％となっています。 

 

 

行政手続きの非接触化（オンライン化、 
キャッシュレス決済の推進等） 

避難所の３密対策やアプリを活用した被害・避難情報の 
収集・提供など新たな災害対応 

学校教育におけるデジタル技術を活用した授業の導入 

オンライン診療・オンライン服薬指導の環境整備 

オンラインやインターネットを活用した見守りや相談、地域 
活動の情報提供など、地域の新しいつながりの創出 

テレワークなどを活用した、時間や場所にとらわれない 
柔軟な働き方の推進 

文化・芸術・スポーツ・伝統行事などのリモートライブや 
プロモーション動画の配信など 

その他 

無回答 

 
※新しい生活様式：新型コロナウイルス等の感染拡大を防ぐために、飛沫感染や接触感染、さらには近距離での会話へ

の対策を、これまで以上に日常生活に組み込んだ生活様式のこと。 

 

  

(n=877) 

(％) 
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■4．健康について 

 

問９ あなたは現在、「健康」だと思いますか。（１つに○） 

健康についてみると、「そう思う」が 36.4％、「ややそう思う」が 44.6％で、合計すると 81.0％

が健康であると感じています。 

 

  

【問９で｢１．そう思う｣｢２．ややそう思う｣を選択した方】 

問9-1 あなたが健康だと感じることができるのは、どういうことに気をつけているからだと思い

ますか。（主なもの３つまでに○） 

健康だと感じる理由についてみると、「食事の量やバランスなどに気をつけているから」が

42.8％と最も多く、次いで「規則正しい生活を心がけているから」が 36.8％となっています。 

 

42.8

36.8

35.4

31.7

30.0

29.6

28.3

11.7

3.8

0.4

0 10 20 30 40 50

食事の量やバランスなどに気をつけているから

規則正しい生活を心がけているから

たばこを吸わない、または吸う量に気をつけているから

ストレスをためないように気をつけているから

医療機関等で定期検診を受けているから

定期的に運動しているから

酒を飲まない、または飲む量に気をつけているから

趣味活動や地域活動に積極的に参加する意欲を持っているから

その他

無回答
(n=710) 

そう思う

36.4%

ややそう思う

44.6%

あまり思

わない

14.5%

まったく思わない

3.9%

無回答

0.7%

(n=877) 

(％) 
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【問９で｢３．あまり思わない｣｢４．まったく思わない｣を選択した方】 

問9-2 あなたが健康だと感じることができないのは、どういうことが原因だと思いますか。（主

なもの３つまでに○） 

健康だと感じない理由についてみると、「ストレスをためてしまうから」が 53.4％と最も多く、

次いで「定期的に運動をしていないから」が 49.7％となっています。 

 
 

 

問10 あなたは、過去１年間に、スポーツ・レクリエーション活動をする機会がどのくらいありま

したか。（散歩やウォーキング、軽い体操、子どもとの体を使った遊び、通勤や家事などの

日常生活の中で意識的に体を動かすことなども含めます。）（１つに○） 

スポーツ等の頻度についてみると、「週に３回以上」が 32.2％と最も多く、「週に２回程度」は

14.1％、「週に１回程度」が 14.9％で、この３つを合わせると、全体の 61.2％が週１回以上は運

動等の機会があります。 

 

 

53.4

49.7

27.3

22.4

17.4

8.1

4.3

26.7

1.9

0 10 20 30 40 50 60

ストレスをためてしまうから

定期的に運動をしていないから

規則正しい生活ができていないから

偏食や食事時間の不規則が多いから

趣味活動や地域活動に積極的に参加する意欲がないから

たばこを吸うから

適量以上の酒を飲むから

その他

無回答

週に３回以上

32.2%

週に２回程度

14.1%

週に１回

程度

14.9%

月に１～３回程度

10.1%

年に数回程度

9.2%

ない

18.0%

無回答

1.4%

(n=161) 

(n=877) 

(％) 
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■5．生涯学習について 

 

問11 あなたが、現在学んでいることと、今後学びたいことは何ですか。（それぞれ１つに○） 

＜現在の状況＞ 

現在学んでいることについてみると、「体操、健康づくり、スポーツ」が 19.5％と最も多く、次

いで「園芸、食生活、健康管理などの家庭生活」が 18.9％となっています。 

 

 

＜今後の希望＞ 

今後学びたいことについてみると、「園芸、食生活、健康管理などの家庭生活」が 53.6％と最も

多く、次いで「体操、健康づくり、スポーツ」が 49.4％となっています。 

 

 

 

 
 

 

  

3.1

15.1

19.5

11.1

18.9

2.7

72.7

61.7

58.4

66.0

59.6

22.2

24.2

23.3

22.1

22.9

21.4

75.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①郷土史、史跡研究、古典研究などの歴史

②語学、コンピュータなどの仕事に役立つ知識や技能

③体操、健康づくり、スポーツ

④美術、書道、音楽などの芸術文化

⑤園芸、食生活、健康管理などの家庭生活

⑥その他

現在学んでいる 現在学んでいない 無回答

21.2

48.3

49.4

35.2

53.6

4.9

57.6

30.1

29.0

43.4

27.5

19.0

21.2

21.6

21.7

21.3

18.9

76.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①郷土史、史跡研究、古典研究などの歴史

②語学、コンピュータなどの仕事に役立つ知識や技能

③体操、健康づくり、スポーツ

④美術、書道、音楽などの芸術文化

⑤園芸、食生活、健康管理などの家庭生活

⑥その他

今後学びたい 今後学びたいとは思わない 無回答

(n=877) 

(n=877) 
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■6．防災について 
  

問12 あなたは、災害への備えのために次のことを実践していますか。（それぞれ１つに○） 

災害に備えて実践していることについて、「いつも行っている」と「行っている」という回答を

合計すると、避難所・避難場所の確認が 47.3％と最も多く、次いで防災備品の準備が 40.0％とな

っています。 

 

 

  

7.8

4.9

5.9

6.6

4.3

32.2

23.3

30.1

40.7

30.1

40.0

39.7

40.1

32.6

37.1

16.8

27.4

18.8

15.7

23.7

3.3

4.8

5.0

4.3

4.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①防災備品の準備

②家具の転倒防止策

③被災時の家族との連絡方法

④避難所・避難場所の確認

⑤ハザードマップの確認

いつも行っている 行っている あまり行っていない まったく行っていない 無回答(n=877) 
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問13 地震が発生したときや、大雨により災害の発生の恐れがある場合、どのような手段で避難情

報などを収集していますか。（あてはまるものすべてに○） 

災害時、避難の情報源についてみると、「テレビ」が 85.3％と最も多く、次いで「インターネッ

トからの災害情報」が 55.6％、「町の防災無線」が 52.9％と続いています。 

 

 
 

85.3

25.3

31.2

55.6

52.9

10.6

2.2

0.6

0 20 40 60 80 100

テレビ

ラジオ

町から配信される防災メール

インターネットからの災害情報

町の防災無線

近所の人等からの口頭による情報

その他

無回答

(%)

(n=877) 
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■7．環境について 
  

問14 次の項目は、環境問題の一例です。この中であなたが一番関心のあるものは何ですか。（１

つに○） 

関心のある環境問題についてみると、「異常気象（気温の上昇、大雨の増加など）」が 54.6％と

最も多く、次いで大きく割合は下がり「化学物質などによる大気の汚染」が 7.6％となっていま

す。 

 

 

  

54.6

7.6

7.5

7.1

5.6

4.4

4.0

3.0

2.4

1.6

2.2

0 10 20 30 40 50 60

異常気象（気温の上昇、大雨の増加など）

化学物質などによる大気の汚染

ごみ排出量の増加

海へのプラスチックごみ流出

二酸化炭素排出量の増加

リサイクル問題

農作物収穫量の減少

外来生物の増加

河川などの水質悪化

その他

無回答 (n=877) 

(％) 
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■8．公共交通対策について 
  

問15 あなたは、町内や近隣への交通手段として、どのような取組が充実すればいいと思いますか。

（主なもの３つまでに○） 

充実してほしい交通手段についてみると、「高崎線の利便性の確保」が 39.3％と最も高く、次い

で「障害者や高齢者などのための送迎サービスの充実」が 36.6％、「町内と本庄や藤岡の市街地

を結ぶ公共交通の確保」が 29.9％、「こむぎっち号（コミュニティバス）の充実」が 27.8％と続

きます。 

 

 

39.3

36.6

29.9

27.8

21.3

19.0

18.8

4.4

3.0

8.7

8.3

1.6

0 10 20 30 40 50

高崎線の利便性の確保

障害者や高齢者などのための送迎サービスの充実

町内と本庄や藤岡の市街地を結ぶ公共交通の確保

こむぎっち号（コミュニティバス）の充実

新たな公共交通サービス（デマンドタクシー等）の導入

町内と本庄早稲田駅を結ぶ公共交通の確保

民間バス（本庄市等）の利便性の確保

八高線の利便性の確保

その他

現状のままでよい

わからない

無回答

(%)

(n=877) 
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■9．産業振興策について 
   

問16 あなたは、町の農業を振興するため、今後どのようなことに力を入れるべきだと思いますか。

（主なもの３つまでに○）  

農業振興のため強化すべき取組についてみると、「農業後継者の育成」が 47.1％と最も多く、次

いで「地場特産品の開発、販売の促進」が 34.9％となっています。 

 

 

 

問17 あなたは、町の商業を振興するため、今後どのようなことに力を入れるべきだと思いますか。

（主なもの２つまでに○） 

商業振興のため強化すべき取組についてみると、「神保原駅周辺や国道 17 号沿線の商業環境の

整備」が 47.4％と最も多く、次いで「大規模な店舗（スーパー、デパートなど）の誘致」が 26.3％

となっています。 

 

 

 

  

47.1

34.9

32.7

24.1

20.4

19.3

18.1

2.4

3.9

16.1

2.6

0 10 20 30 40 50

農業後継者の育成

地場特産品の開発、販売の促進

地産地消の推進ならびに流通・販売体制の確立

低農薬・有機栽培など環境にやさしい農業の振興

体験農業、観光農業、町民農園などの振興

農地整備や農地集約、農業生産団体育成による生産体制の強化

最先端のロボット技術や情報通信技術を活用した農業の積極的導入

その他

現状のままでよい

わからない

無回答

47.4

26.3

23.3

21.6

17.6

14.4

3.5

4.4

8.4

1.8

0 10 20 30 40 50

神保原駅周辺や国道17号沿線の商業環境の整備

大規模な店舗（スーパー、デパートなど）の誘致

上里サービスエリアでの地元商業者の店づくりの促進

起業・創業を希望する人への支援

商業イベントの開催や消費者サービスなど販売促進対策の充実

商業経営の近代化やサービスの向上のための支援の充実

その他

現状のままでよい

わからない

無回答

(n=877) 

(n=877) 

(％) 

(％) 
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問18 あなたは、町の工業を振興するため、今後どのようなことに力を入れるべきだと思いますか。

（主なもの２つまでに○） 

工業振興のため強化すべき取組についてみると、「工業用地の整備と優良企業の誘致」が 43.3％

と最も多く、次いで「既存企業の育成・振興」が 29.4％となっています。 

 

 

 

問19 あなたは、町の観光振興のために、今後どのようなことに力を入れるべきだと思いますか。

（主なもの２つまでに○） 

観光振興のため強化すべき取組についてみると、「観光農業や河川の自然環境を活用した上里Ｓ

Ａ周辺地区の整備事業の推進」が 52.2％と最も多く、次いで「イベントや祭りの内容の充実」、「近

隣市町村との連携による観光ルートの設定」が 29.1％となっています。 

 

 

 

  

43.3

29.4

28.4

11.3

1.3

6.2

23.4

3.0

0 10 20 30 40 50

工業用地の整備と優良企業の誘致

既存企業の育成・振興

起業家への支援や新産業の開発・育成

既存企業の集約等による住宅地域・工業地域混在の解消

その他

現状のままでよい

わからない

無回答

52.2

29.1

29.1

17.9

3.3

7.2

11.3

3.0

0 10 20 30 40 50 60

観光農業や河川の自然環境を活用した上里ＳＡ周辺地区の整備事業の推進

イベントや祭りの内容の充実

近隣市町村との連携による観光ルートの設定

まちの歴史・文化をテーマとした観光機能の充実

その他

現状のままでよい

わからない

無回答

(n=877) 

(n=877) 

(％) 

(％) 
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■10．行政運営について 
   

問20 あなたは、役場の仕事ぶりをどう感じていますか。（それぞれ１つに○） 

行政運営については、「非常に良い」と「良い」の合計でみていくと、①から⑥は町民への対人対

応となっていますが、このうち「①来訪者への対応」、「④窓口対応の早さ」、「⑤相談への対応の早さ」

はいずれも５割を超えている一方、「③高齢者への対応」は約４割半、「⑥現場確認に対応の早さ」は

約４割、「②小さい子ども連れへの対応」は３割半となっています。ただし、②③⑥は「わからない」

が多く、小さい子どもや高齢者と一緒に来庁経験がない町民、現場確認を依頼した経験のない町

民には判断できない結果となっています。 

また、⑦から⑩については役場の体制や仕組みに関することとなっています。「⑨書類の記入の

しやすさ」は約６割、「⑩書類等を提出する際の手続きのしやすさ」、「⑦平日の開庁時間の長さ」

は約５割半が良いと評価しています。一方で「⑧休日開庁の頻度」については約３割半となって

います。最後の「⑪職員のコスト意識について」は約２割半となっています。ただし⑪について

は「わからない」が最も高くなっています。 

このため、「わからない」と「無回答」を除外して改めて算出したグラフを次ページに掲載して

います。 

 

＜行政運営にたいする評価（全体）＞ 

 

  

8.8

4.4

5.6

8.7

7.4

5.6

3.9

2.9

3.9

4.1

2.7

62.1

30.4

38.4

57.9

47.4

36.6

51.2

31.4

54.3

52.6

22.8

8.4

3.8

5.7

12.2

11.1

10.4

13.7

17.6

14.1

14.8

8.4

2.1

1.0

1.4

2.7

2.7

3.0

3.1

4.8

2.1

2.5

4.4

14.7

50.7

44.2

13.5

25.9

37.2

21.8

35.5

20.1

20.4

54.7

3.9

9.6

4.7

5.0

5.5

7.3

6.4

8.0

5.6

5.6

6.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①来訪者への対応

②小さい子ども連れへの対応

③高齢者への対応

④窓口対応の早さ

⑤相談への対応の早さ

⑥現場確認の対応の早さ

⑦平日の開庁時間の長さ

⑧休日開庁の頻度

⑨書類の記入のしやすさ

⑩書類等を提出する際の手続きのしやすさ

⑪職員のコスト意識について

非常に良い 良い 悪い 非常に悪い わからない 無回答

(n=877) 
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ここで、「わからない」と「無回答」を除外し改めて確認すると、「非常に良い」と「良い」の

合計割合が高いのは、「②小さい子ども連れへの対応」、「①来訪者への対応」「③高齢者への対応」

「④窓口対応の早さ」「⑤相談への対応の早さ」となっています。これらはいずれも、町民に対す

る対人対応であり、これらはすべて８割以上が良いと評価されています。 

一方で、「⑨書類の記入のしやすさ」「⑦平日の開庁時間の長さ」「⑩書類等を提出する際の手続

きのしやすさ」といった役場の体制や仕組みについては、ほぼ同じ傾向であり、「非常に良い」と

「良い」の合計割合は約７割半から８割弱となっています。これら評価は全体的にはよいものの、

「悪い」と「非常に悪い」の合計が約２割から約２割半となり、先の対人対応よりもやや評価は

悪くなっています。 

「⑥現場確認の対応の早さ」については、⑦⑨⑩と似たような傾向ですが「非常に良い」と「非

常に悪い」の割合が少しだけ高くなっています。 

「⑪職員のコスト意識について」は、「非常に良い」と「良い」の合計割合は約６割半となって

います。一方で「非常に悪い」が１割を超えており、全項目で一番高くなっています。 

「⑧休日開庁の頻度」は、「非常に良い」と「良い」の合計割合が約６割となっており、半数以

上の町民が肯定的に評価しているものの、「悪い」と「非常に悪い」の合計が約４割となっており、

今回の項目の中では最も評価が低くなっています。 

 

＜行政運営にたいする評価（わからない・無回答を除く）＞ 

※「非常に良い」「良い」の合計割合の高い順に並び替え 

 

11.2

10.8

10.9

10.6

10.8

5.2

5.4

5.5

10.1

7.1

5.0

76.7

76.3

75.2

71.0

69.1

73.0

71.3

71.0

65.9

59.3

55.4

9.5

10.4

11.2

15.0

16.1

19.0

19.0

20.0

18.7

22.0

31.0

2.6

2.5

2.7

3.4

4.0

2.8

4.3

3.4

5.3

11.6

8.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

②小さい子ども連れへの対応(n=714)

①来訪者への対応(n=348)

③高齢者への対応(n=448)

④窓口対応の早さ(n=715)

⑤相談への対応の早さ(n=602)

⑨書類の記入のしやすさ(n=487)

⑦平日の開庁時間の長さ(n=630)

⑩書類等を提出する際の手続きのしやすさ(n=496)

⑥現場確認の対応の早さ(n=652)

⑪職員のコスト意識について(n=649)

⑧休日開庁の頻度(n=337)

非常に良い 良い 悪い 非常に悪い
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60.8

44.5

29.4

26.3

22.1

20.2

7.0

5.2

3.6

8.0

0 10 20 30 40 50 60 70

住民票や税などの証明書のコンビニ交付サービス

(24時間365日・どこでも)

ワンストップサービス（１カ所で複数の行政手続きが

完了するサービス）の展開

各種行政サービス手続き(施設予約も含め)の

オンライン化や添付書類の省略

窓口案内・窓口対応の機械化(タッチパネルやＡＩなどの利用等)

上里町専用スマートフォンアプリによるイベントや防災情報、

その他行政情報の提供

役場での支払いにおけるキャッシュレス決済

行政資料や行政情報のインターネットでの公開

メッセンジャーアプリなどを活用した、

ＡＩ等による行政相談や行政手続き案内

その他

無回答

■11．行政デジタル化について 
   

問21 行政サービスにＩＣＴを活用する場合、どのような分野に優先的に導入することが望ましい

と考えますか（主なもの３つまでに○） 

行政サービスへの ICT活用についてみると、「住民票や税などの証明書のコンビニ交付サービス」

が 60.8％と最も多く、次いで「ワンストップサービス」が 44.5％となっています。 

 

 

住民票や税などの証明書のコンビニ交付サービス 
(24時間 365日・どこでも) 

ワンストップサービス（１カ所で複数の行政手続きが 
完了するサービス）の展開 

各種行政サービス手続き(施設予約も含め)の 
オンライン化や添付書類の省略 

窓口案内・窓口対応の機械化(タッチパネルや 
ＡＩなどの利用等) 

上里町専用スマートフォンアプリによるイベントや防災情報、 
その他行政情報の提供 

役場での支払いにおけるキャッシュレス決済 

行政資料や行政情報のインターネットでの公開 

メッセンジャーアプリなどを活用した、ＡＩ等による 
行政相談や行政手続き案内 

その他 

無回答 

 

(n=877) 

(％) 
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問22 あなたは、過去１年間、キャッシュレス決済（電子的決済手段を指し、小切手や商品券を除

く）を利用したことはありますか。利用した決済の種類もお答えください。（あてはまるも

のすべてに○） 

キャッシュレス決済の利用経験についてみると、「クレジットカードを利用した」が 57.0％と最

も多く、次いで「チャージ（入金）するカード型電子マネーを利用した」が 44.0％、「スマート

フォン決済を利用した」が 34.7％となっています。一方で、「利用していない」は 29.6％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

29.6

57.0

44.0

34.7

7.8

0.9

2.1

0 10 20 30 40 50 60

利用していない

クレジットカードを利用した

チャージ（入金）するカード型電子マネーを利用した

スマートフォン決済を利用した

デビットカード（銀行口座からの即時決済）を利用した

その他を利用した

無回答

(%)

(n=877) 
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■12．地域との関わりなどについて 
   

問23 あなたは、この１年間で何らかのボランティア活動に参加しましたか。（１つに○） 

ボランティア活動の参加の有無についてみると、「参加した」が 12.9％、「参加していない」が

86.4％となっています。 

 

 

 

【問23で「１．参加した」を選んだ方】 
 

問23-1 どんな分野の活動団体・グループですか。（あてはまるものすべてに○） 

参加したボランティアの分野についてみると、「地域づくりのための活動（行政区活動を含む）」

が 41.6％と最も多く、次いで「リサイクルなど環境保全活動」が 23.9％となっています。 

 
 
 

  

参加した

12.9%

参加していない

86.4%

無回答

0.7%

41.6

23.9

17.7

15.9

15.0

12.4

9.7

3.5

1.8

9.7

0.9

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

地域づくりのための活動（行政区活動を含む）

リサイクルなど環境保全活動

防犯や防災など生活安全の活動

健康づくりの支援活動

文化・スポーツなど生涯学習活動

高齢者への支援活動

子育て支援活動

障害者への支援活動

災害援助活動

その他

無回答

(％) 

(n=113) 

(n=877) 
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【問23で「２．参加していない」を選んだ方】 
 

問23-2 参加するとしたら、どんな分野の活動団体・グループに参加したいですか。（あてはまる

ものすべてに○） 

参加してみたいボランティアの分野についてみると、「文化・スポーツなど生涯学習活動」が

17.8％と最も多く、次いで「健康づくりの支援活動」、「子育て支援活動」が 16.8％となっていま

す。一方で、参加する予定（つもり）はない」は 35.0％となっています。 

 

 
 
 
問24 あなたは現在、外国籍の方と何らかの交流をしていますか。あなたご自身が外国籍の方であ

る場合、日本人との交流についてお答えください。（１つに○） 

外国籍の方との交流の有無についてみると、「交流をしていない」が 71.2％と最も多く、次い

で「挨拶をする程度」が 15.6％となっています。 

 

  

17.8

16.8

16.8

14.5

13.3

11.1

10.2

8.6

8.2

1.5

35.0

2.8

0 5 10 15 20 25 30 35 40

文化・スポーツなど生涯学習活動

健康づくりの支援活動

子育て支援活動

リサイクルなど環境保全活動

高齢者への支援活動

防犯や防災など生活安全の活動

地域づくりのための活動（行政区活動を含む）

災害援助活動

障害者への支援活動

その他

参加する予定（つもり）はない

無回答

家に行ったり一緒に出

かけたりする程度

4.0%

立ち話をする程度

6.4%
挨拶をする

程度

15.6%

交流をしてい

ない

71.2%

無回答

2.9%

(n=758) 

(％) 

(n=877) 
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問25 外国籍の方と共に暮らしやすい地域にするために、どのような交流の場が必要と思いますか。

あなたご自身が外国籍の方である場合、日本人との交流についてお答えください。（あては

まるもの２つまでに○） 

外国籍の方と交流するために必要な場についてみると、「互いの文化や風習・遊びなどを教え合

う場」が 43.2％と最も多く、次いで「ゴミ出し等の生活に関わる相談等ができる場」が 38.4％と

なっています。 

 

 
 

問26 あなたの住んでいる地域やあなたの地域との関わり方について、以下のことをどう感じてい

ますか。(それぞれ１つに○) 

地域との関わり方についてみると、多くの項目で「あまり思わない」が最も多く回答されていま

す。「⑤災害が起こっても、みんなで助け合えると思う」以外の項目では、「あまり思わない」「ま

ったく思わない」の小計が「そう思う」「ややそう思う」の小計を上回っています。 

 

 

 

43.2

38.4

34.5

19.7

3.3

10.0

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

互いの文化や風習・遊びなどを教え合う場

ゴミ出し等の生活に関わる相談等ができる場

互いの言語で言葉を学び合う場

祭りや防災訓練など地域活動の場

その他

無回答

10.3

7.4

3.8

4.2

8.2

6.4

37.9

27.3

27.4

33.3

43.7

36.4

39.9

42.1

50.7

45.2

34.3

42.8

8.7

19.5

13.6

12.3

9.7

10.3

3.3

3.8

4.6

5.0

4.1

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①近所づきあいや地域活動が活発な地区である

②積極的に近所づきあいや地域活動に参加している

③困っている人を助ける仕組みができている

④日頃から防犯のための目配りができている

⑤災害が起こっても、みんなで助け合えると思う

⑥環境美化活動に熱心である

そう思う ややそう思う あまり思わない まったく思わない 無回答

(n=877) 

(％) 

(n=877) 
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■13．男女共同参画の推進について 
   

問27 あなたは、次にあげるような分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。①～③の

それぞれについて、１～６の番号１つに○） 

男女の地位が平等な分野についてみると、「①法律や制度」と「③家庭生活」は４割近くが「平

等」と回答していました。一方、「②社会全体」では「男性優遇」「どちらかといえば男性優遇」

と回答する割合が６割以上となっています。 

 
 

 

■14．まちづくりの方向について 
   

問28 あなたは、今後の上里町はどういう方向のまちを目指すべきだと考えますか。（主なもの３

つまでに○） 

今後上里町が目指すべき方向性については、「事故や犯罪のない安全安心なまち」が 52.9％と最

も多く、次いで「地域全体で子どもの成長を支援する子育てのまち」が 34.1％となっています。 

   

7.8

14.7

7.8

31.7

47.2

27.6

38.2

18.6

38.1

2.4

3.6

9.9

1.3

1.0

2.5

14.5

10.6

10.4

4.2

4.2

3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①法律や制度の上では

②社会全体では

③家庭生活では

男性優遇 どちらかといえば男性優遇 平等 どちらかといえば女性優遇 女性優遇 わからない 無回答

52.9

34.1

33.4

33.2

31.2

25.7

16.6

15.3

11.2

8.4

5.7

4.6

3.9

1.3

1.6

0 10 20 30 40 50 60

事故や犯罪のない安全安心なまち

地域全体で子どもの成長を支援する子育てのまち

良好な生活環境の整った住宅のまち

高齢者や障害者等を大切にする福祉のまち

台風や大雨、地震などの災害に強い防災のまち

商業が盛んで買い物が便利なまち

農業振興を中心にした緑豊かな田園のまち

学校教育や生涯学習が充実した教育と文化のまち

道路や鉄道の機能を活かした交通拠点のまち

資源を再利用し、ごみゼロをめざす環境保全のまち

スポーツが盛んな健康的なまち

高度な技術を中心に都市的工業の整ったまち

町の資源を活かした観光・交流のまち

その他

無回答 (n=877) 

(％) 

(n=877) 
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問29 あなたは、上里町のまちづくりの活動に参加したいと思いますか。また、どのような分野で

参加したいと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

まちづくりの活動への参加意向についてみると、「どちらともいえない」が 45.4％と最も多く、

「参加したい」と「参加したいとは思わない」はほぼ同じ割合となっています。 

 

 

【問29で「１．参加したい」を選んだ方に伺います。】 

問29-1 どのような分野の活動に参加を望まれますか。（あてはまるものすべてに○） 

参加したいまちづくりの分野についてみると、「地域全体で子どもの成長を支援する子育て支援

活動」が 38.6％と最も多く、次いで「良好な生活環境づくりに貢献するまちづくり活動」が 35.1％

となっています。 

 

参加したい

26.0%

参加したいとは

思わない

24.2%

どちらとも

いえない

45.4%

無回答

4.4%

38.6

35.1

33.8

32.5

30.3

29.4

29.4

28.9

26.8

20.2

16.7

14.5

0.4

2.2

0 10 20 30 40 50

地域全体で子どもの成長を支援する子育て支援活動

良好な生活環境づくりに貢献するまちづくり活動

健康増進につながるスポーツ活動

高齢者や障害者等を支援する福祉活動

事故や犯罪を未然に防ぐ防犯活動

台風や大雨、地震などの災害に備える防災活動

道路のなどの公共の場をきれいにする環境美化活動

子どもの学校生活を支援する教育活動

生きがいづくりにつながる生涯学習などの文化活動

資源を再利用し、ごみゼロをめざす環境保全活動

賑わいの創出につながる商業振興の活動

町の資源を活かした観光・交流のまちづくり活動

その他

無回答

(%)

(n=877) 

(n=228) 
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問30 上里町は住み続けたいまちづくりのため、神保原駅周辺の魅力を高める取組を進めています。

駅周辺の魅力を高めるためには、どのような機能を持つ公共の場が必要だと思いますか。(主

なもの２つまでに〇) 

神保原駅周辺の魅力を高めるための取組についてみると、「健康を促進するため運動を行える場」

が 26.3％と最も多く、次いで「生涯学習やコミュニティ活動のため皆で集まれる場」が 24.5％と

なっています。 

 

 

 

 

  

26.3

24.5

18.9

17.6

17.3

13.1

11.1

7.9

13.7

5.1

3.8

0 5 10 15 20 25 30

健康を促進するため運動を行える場

生涯学習やコミュニティ活動のため皆で集まれる場

世代間で交流できる場

文化・芸術の発表や観賞を行える場

様々な行政手続きを行える場

集中して勉強や仕事に打ち込める場

図書に触れ学習などを行える場

その他

わからない

新しい場は必要ない

無回答

(%)

(n=877) 



 34 

■15．各分野の満足度・重要度について 
   

問31 上里町の生活環境やまちづくりの現状について、おたずねします。以下の各項目の現状につ

いてどの程度満足していますか。また、今後上里町が取り組むべき重要度についてお答えく

ださい。（それぞれの項目について、あてはまる番号１つずつに○） 

 

【満足度】 

■保健・医療・福祉 

 (1) 保健・医療の充実は、「満足している」と「やや満足している」の小計が約３割半となって

いますが、(2) 地域福祉の充実、(3) 子ども・子育て支援の充実、(4) 高齢者福祉・介護の充実

は２割から約２割半、(5) 障害者（児）福祉の充実は約１割半、(6) 経済的困窮者への支援は１

割となっていました。 

 

■生活環境 

 (10) 快適な住環境の確保、(12) 消防・防災の強化は、「満足している」と「やや満足している」

の小計が３割から約３割半となっていますが、(7) 都市基盤の充実、(9) 環境保全の推進、(11) 公

園の整備、(14) 交通安全対策の強化は約２割から約２割半、(8) 情報基盤・発信力の強化、(13) 

防犯対策の強化は約１割半となっていました。 

 また、(7) 都市基盤の充実、(8) 情報基盤・発信力の強化、(11) 公園の整備、(13) 防犯対策

の強化の４つの項目においては、「やや不満である」「不満である」の小計が満足の小計を上回っ

ていました。 

 

■産業振興 

 (15) 農業の振興、(16) 商工業の振興、(17) 観光・交流のまちづくりの推進、(18) 雇用対策

の推進は、いずれも「どちらともいえない」が６割以上となっており、「満足している」と「やや

満足している」の小計が２割以下となっていました。 

また、(17) 観光・交流のまちづくりの推進、(18) 雇用対策の推進の２つの項目においては、

「やや不満である」「不満である」の小計が満足の小計を上回っていました。 

 

■教育・文化 

 (19) 学校教育の充実、(20) 文化・芸術の振興、(21) 歴史・文化の保全と活用、(22) 生涯ス

ポーツの振興は、いずれも「どちらともいえない」が約５割半から約７割となっており、「満足し

ている」と「やや満足している」の小計は、(19)学校教育の充実が約 1割で、その他は 1割未満

となっていました。 

 

■まちづくり・行財政 

(23) まちづくりへの参画の促進、(24) まちづくりの情報提供の発信、(25) 健全な行財政運営

の推進、(26) 行政サービスの電子化、(27) 男女共同参画の推進、(28) 人権擁護の推進、いずれ

も「どちらともいえない」が６割以上となっており、「満足している」と「やや満足している」の

小計が１割前後となっていました。 

 また、(26) 行政サービスの電子化においては、「やや不満である」「不満である」の小計が満足

の小計を上回っていました。 
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8.0

4.0

4.0

4.1

3.4

3.0

3.3

2.1

3.5

6.2

4.2

5.1

2.6

3.5

2.9

1.8

1.8

1.8

3.5

2.3

2.2

2.9

2.4

2.2

2.5

1.7

2.3

2.6

29.4

16.0

21.9

17.7

10.6

7.1

20.8

10.9

17.8

29.5

17.9

25.2

10.5

15.2

13.5

12.3

9.0

6.0

19.3

10.8

11.6

13.6

11.6

13.0

13.2

7.8

9.5

10.6

32.2

59.2

49.0

55.5

65.3

67.4

28.2

54.6

51.1

38.2

38.4

50.6

46.0

54.4

65.7

61.6

63.1

64.9

53.6

67.5

68.6

65.7

68.8

63.1

62.8

60.2

69.0

68.1

15.3

8.2

10.3

9.6

6.0

8.2

27.0

16.4

12.7

11.7

19.3

6.5

22.0

11.5

5.0

10.4

11.2

11.3

8.9

5.5

4.1

4.1

4.4

8.1

7.8

13.6

5.2

5.1

6.8

1.3

2.5

1.6

1.9

2.4

10.5

4.4

4.7

3.6

9.9

2.3

8.7

4.4

1.3

1.9

2.7

3.4

2.2

1.4

0.5

0.9

0.7

1.0

1.3

4.4

1.3

0.8

8.3

11.4

12.3

11.5

12.7

12.0

10.3

11.5

10.3

10.7

10.3

10.3

10.3

10.9

11.7

12.0

12.2

12.5

12.5

12.5

13.0

12.9

12.1

12.7

12.4

12.3

12.8

12.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(1) 保健・医療の充実

(2) 地域福祉の充実

(3) 子ども・子育て支援の充実

(4) 高齢者福祉・介護の充実

(5) 障害者（児）福祉の充実

(6) 経済的困窮者への支援

(7) 都市基盤の充実

(8) 情報基盤・発信力の強化

(9) 環境保全の推進

(10) 快適な住環境の確保

(11) 公園の整備

(12) 消防・防災の強化

(13) 防犯対策の強化

(14) 交通安全対策の強化

(15) 農業の振興

(16) 商工業の振興

(17) 観光・交流のまちづくりの推進

(18) 雇用対策の推進

(19) 学校教育の充実

(20) 文化・芸術の振興

(21) 歴史・文化の保全と活用

(22) 生涯スポーツの振興

(23) まちづくりへの参画の促進

(24) まちづくりの情報提供の発信

(25) 健全な行財政運営の推進

(26) 行政サービスの電子化

(27) 男女共同参画の推進

(28) 人権擁護の推進

満足している やや満足している どちらともいえない やや不満である 不満である 無回答

(n=877) 
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【重要度】 

■保健・医療・福祉 

ほぼすべての項目において「重要である」が最も多く回答されています。「重要である」と「や

や重要である」の小計をみると、(1) 保健・医療の充実は約８割、(2) 地域福祉の充実、(3) 子

ども・子育て支援の充実、(4) 高齢者福祉・介護の充実、(5) 障害者（児）福祉の充実、(6) 経

済的困窮者への支援は約６割から約７割となっていました。 

 

■生活環境 

「重要である」と「やや重要である」の小計をみると、(7) 都市基盤の充実、(9) 環境保全の

推進、(10) 快適な住環境の確保、(12) 消防・防災の強化、(13) 防犯対策の強化、(14) 交通安

全対策の強化は約６割から約７割半、(8) 情報基盤・発信力の強化、(11) 公園の整備は５割半前

後となっていました。 

 

■産業振興 

 多くの項目において「どちらともいえない」が最も多く回答されています。「重要である」と「や

や重要である」の小計をみると、(15) 農業の振興、(16) 商工業の振興、(17) 観光・交流のまち

づくりの推進、(18) 雇用対策の推進、いずれの項目も約４割から約５割半となっていました。 

 

■教育・文化 

 多くの項目において「どちらともいえない」が最も多く回答されています。「重要である」と「や

や重要である」の小計をみると、(19) 学校教育の充実は約６割半となっていますが、(20) 文化・

芸術の振興、(21) 歴史・文化の保全と活用、(22) 生涯スポーツの振興は４割以下となっていま

した。 

 

■まちづくり・行財政 

 すべての項目において「どちらともいえない」が最も多く回答されています。「重要である」と

「やや重要である」の小計をみると、(25) 健全な行財政運営の推進は約５割半、(26) 行政サー

ビスの電子化は約５割、(23) まちづくりへの参画の促進、(24) まちづくりの情報提供の発信、 

(27) 男女共同参画の推進、(28) 人権擁護の推進は約３割半～約４割半となっていました。 
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61.2

25.5

47.7

43.0

37.3

30.9

36.5

23.3

33.1

37.4

21.3

39.3

45.2

35.0

22.6

22.1

12.8

24.6

39.2

13.5

12.0

12.5

12.3

14.9

26.1

20.4

15.6

20.3

17.8

33.8

22.2

24.7

25.3

25.1

33.2

30.4

33.2

31.5

33.0

28.7

28.2

28.2

28.7

30.8

28.1

27.9

23.0

23.5

23.9

26.9

24.1

29.5

26.7

28.4

22.8

22.2

7.1

22.9

14.7

16.8

21.8

25.7

13.9

27.4

18.1

15.3

25.4

15.8

11.2

20.2

31.1

29.6

36.3

30.1

21.0

39.7

41.5

38.4

42.8

36.3

30.1

32.6

40.9

37.9

0.1

2.1

0.6

0.8

0.7

2.2

1.6

2.4

0.7

1.0

4.9

0.8

1.1

1.6

1.4

1.5

4.8

1.5

0.7

4.9

4.7

3.9

3.1

1.9

1.1

2.1

2.4

2.5

0.8

0.2

0.2

0.1

1.3

0.1

0.9

0.1

0.6

0.3

0.2

0.3

0.2

2.2

0.1

2.1

1.7

2.2

1.6

1.5

0.5

0.9

1.9

1.4

13.8

14.9

14.6

14.5

14.8

14.9

14.7

15.6

14.9

14.7

14.8

15.3

14.0

14.8

15.8

15.7

16.0

15.7

16.1

16.4

16.2

16.1

16.2

15.8

15.5

15.6

16.3

15.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(1) 保健・医療の充実

(2) 地域福祉の充実

(3) 子ども・子育て支援の充実

(4) 高齢者福祉・介護の充実

(5) 障害者（児）福祉の充実

(6) 経済的困窮者への支援

(7) 都市基盤の充実

(8) 情報基盤・発信力の強化

(9) 環境保全の推進

(10) 快適な住環境の確保

(11) 公園の整備

(12) 消防・防災の強化

(13) 防犯対策の強化

(14) 交通安全対策の強化

(15) 農業の振興

(16) 商工業の振興

(17) 観光・交流のまちづくりの推進

(18) 雇用対策の推進

(19) 学校教育の充実

(20) 文化・芸術の振興

(21) 歴史・文化の保全と活用

(22) 生涯スポーツの振興

(23) まちづくりへの参画の促進

(24) まちづくりの情報提供の発信

(25) 健全な行財政運営の推進

(26) 行政サービスの電子化

(27) 男女共同参画の推進

(28) 人権擁護の推進

重要である やや重要である どちらともいえない あまり重要でない 重要でない 無回答

(n=877) 
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Ⅳ．調査結果（分析編） 
 

■１．クロス集計 

 

ここでは、年代や性別などの基本属性と主要な設問についてクロス集計を行いました。 

 

問４ 現在の上里町での暮らしについて、満足していますか、それとも不満ですか。（１つに○） 

上里町での暮らしについて年代別にみると、「満足している」の割合は、20歳代と 80歳以上に

多くなっています。 

 

 

24.9

26.3

34.3

20.4

21.5

26.8

17.5

29.9

32.6

61.1

63.2

54.5

67.1

64.1

54.3

70.2

53.7

58.7

11.4

5.3

9.1

11.8

13.8

15.7

7.0

11.2

6.5

1.9

5.3

1.0

0.7

0.6

2.4

2.6

4.5

2.2

0.7

1.0

0.8

2.6

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=877)

20歳未満(n=19)

20歳代(n=99)

30歳代(n=152)

40歳代(n=181)

50歳代(n=127)

60歳代(n=114)

70歳代(n=134)

80歳以上(n=46)

満足している どちらかといえば満足している どちらかといえば不満である 不満である 無回答
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問５ あなたは、上里町は住みよいと感じていますか。（１つに○） 

住みよさについて年代別にみると、「住みよい」の割合は、20 歳代と 80歳以上に多くなってい

ます。 

 

 

 

住みよさについて居住地区別にみると、「七本木小学校区」において「住みよい」の割合が最も

高くなっています。 

 

25.1

15.8

34.3

19.7

24.3

26.8

21.9

26.9

30.4

60.0

57.9

50.5

65.1

60.2

57.5

62.3

61.9

56.5

12.5

26.3

13.1

13.8

12.7

12.6

14.0

7.5

10.9

1.9

2.0

1.3

1.7

2.4

1.8

3.0

2.2

0.5

1.1

0.8

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=877)

20歳未満(n=19)

20歳代(n=99)

30歳代(n=152)

40歳代(n=181)

50歳代(n=127)

60歳代(n=114)

70歳代(n=134)

80歳以上(n=46)

住みよい まあまあ住みよい あまり住みよくない 住みよくない 無回答

25.1

27.3

19.4

37.4

24.9

18.9

60.0

58.4

63.9

44.8

65.0

67.8

12.5

11.8

15.5

12.3

9.0

12.8

1.9

1.9

1.3

4.3

1.1

0.6

0.5

0.6

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=877)

賀美小学校区(n=161)

長幡小学校区(n=155)

七本木小学校区(n=163)

上里東小学校区(n=177)

神保原小学校区(n=180)

住みよい まあまあ住みよい あまり住みよくない 住みよくない 不明
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問６ あなたは、今後も上里町に住み続けたいですか。（１つに○） 

上里町に住み続けたいかについて年代別にみると、50歳代を除き、基本的に年齢が高くなるほ

ど「ずっと住み続けたい」の割合が高くなっています。 

 

 

上里町に住み続けたいかについて居住地区別にみると、どの地区でも大きな差はないものの、

「七本木小学校区」において「ずっと住み続けたい」がやや高く、「神保原小学校区」においてや

や低くなっています。 

 

42.6

10.5

15.2

31.6

40.3

36.2

54.4

67.2

78.3

34.1

36.8

43.4

39.5

34.8

40.9

29.8

21.6

19.6

15.3

26.3

23.2

19.1

17.7

15.7

12.3

6.7

2.2

7.0

26.3

17.2

9.9

6.1

5.5

2.6

2.2

0.6

1.0

0.6

0.8

0.9

0.7

0.5

0.6

0.8

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=877)

20歳未満(n=19)

20歳代(n=99)

30歳代(n=152)

40歳代(n=181)

50歳代(n=127)

60歳代(n=114)

70歳代(n=134)

80歳以上(n=46)

ずっと住み続けたい 当分は住み続けたい わからない いずれ町外に転出したい すぐに町外に転出したい 無回答

42.6

44.1

44.5

46.6

41.2

40.6

34.1

35.4

31.0

27.6

37.9

37.8

15.3

14.3

16.1

15.3

15.3

13.9

7.0

5.0

8.4

7.4

5.6

7.2

0.6

0.6

1.8

0.5

0.6

1.2

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=877)

賀美小学校区(n=161)

長幡小学校区(n=155)

七本木小学校区(n=163)

上里東小学校区(n=177)

神保原小学校区(n=180)

ずっと住み続けたい 当分は住み続けたい わからない いずれ町外に転出したい すぐに町外に転出したい 不明
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問９ あなたは現在、「健康」だと思いますか。（１つに○） 

健康について年代別にみると、特に 20 歳未満において「そう思う」の割合が高く、80 歳以上

で「そう思う」の割合は低くなっており、全体的に年齢が高くなるにつれて、「そう思う」の割合

が低くなる傾向が見られます。 

 

 

 

 

 

36.4

78.9

47.5

38.2

35.4

30.7

33.3

33.6

23.9

44.6

10.5

41.4

40.8

44.8

49.6

50.9

45.5

45.7

14.5

10.5

11.1

17.8

16.0

15.7

8.8

14.9

17.4

3.9

2.0

3.9

3.1

6.1

6.0

8.7

0.7

1.3

0.8

0.9

4.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=877)

20歳未満(n=19)

20歳代(n=99)

30歳代(n=152)

40歳代(n=181)

50歳代(n=127)

60歳代(n=114)

70歳代(n=134)

80歳以上(n=46)

そう思う ややそう思う あまり思わない まったく思わない 無回答
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問10 あなたは、過去１年間に、スポーツ・レクリエーション活動をする機会がどのくらいありま

したか。（散歩やウォーキング、軽い体操、子どもとの体を使った遊び、通勤や家事などの

日常生活の中で意識的に体を動かすことなども含めます。）（１つに○） 

スポーツ等の頻度について年代別にみると、特に 20歳未満と 70歳代において「週に３回以上」

の割合が多くなっています。また、「ない」という割合は基本的に年齢が上がると高くなっていき

ますが、70歳代のみ例外的に少なくなっています。 

 

 

 

32.2

52.6

34.3

29.6

29.3

29.9

28.1

42.5

26.1

14.1

10.5

15.2

12.5

16.6

11.0

14.0

13.4

19.6

14.9

10.5

15.2

18.4

13.3

16.5

14.0

14.9

10.9

10.1

10.5

10.1

11.2

9.9

12.6

7.9

11.2

4.3

9.2

5.3

12.1

9.2

11.0

7.1

12.3

6.0

4.3

18.0

5.3

13.1

19.1

18.8

22.8

21.9

10.4

23.9

1.4

5.3

1.1

1.8

1.5

10.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=877)

20歳未満(n=19)

20歳代(n=99)

30歳代(n=152)

40歳代(n=181)

50歳代(n=127)

60歳代(n=114)

70歳代(n=134)

80歳以上(n=46))

週に３回以上 週に２回程度 週に１回程度 月に１～３回程度 年に数回程度 ない 無回答
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問13 地震が発生したときや、大雨により災害の発生の恐れがある場合、どのような手段で避難情

報などを収集していますか。（あてはまるものすべてに○） 

災害時、避難の情報源について年代別にみると、「インターネットからの災害情報」は年代が上

がるほど少なくなり、逆に「近所の人等からの口頭による情報を情報源とする割合」は年代が上

がるほど多くなる傾向がみられます。「テレビ」はどの年代でも高い割合であり、また「ラジオ」

は 50 歳代以下では低い割合で 60 歳代を中心に高齢層で高くなっています。（※その他を除く６項

目をグラフ化） 

 

  

85.3

25.3

31.2

55.6

52.9

10.6

89.5

15.8

21.1

84.2

63.2

10.5

79.8

13.1

13.1

76.8

48.5

7.1

80.9

17.1

28.9

73.7

44.7

11.8

84.5

17.7

39.2

75.1

46.4

7.2

89.0

24.4

29.9

58.3

49.6

6.3

86.8

43.0

37.7

39.5

60.5

10.5

91.8

38.8

34.3

17.2

66.4

16.4

80.4

32.6

28.3

4.3

58.7

23.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

テレビ

ラジオ

町から配信される防災メール

インターネットからの災害情報

町の防災無線

近所の人等からの口頭による情報

(%)

全体(n=877)

20歳未満(n=19)

20歳代(n=99)

30歳代(n=152)

40歳代(n=181)

50歳代(n=127)

60歳代(n=114)

70歳代(n=134)

80歳以上(n=46)
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39.3

18.8

27.8

29.9

19.0

36.6

21.3

47.4

26.3

21.1

10.5

42.1

21.1

0.0

56.6

20.2

16.2

23.2

22.2

19.2

14.1

40.8

21.1

21.1

24.3

19.1

31.6

16.4

52.5

17.1

26.0

28.2

21.5

29.3

21.5

35.4

20.5

33.1

30.7

26.0

38.6

19.7

28.9

18.4

36.8

39.5

15.8

44.7

29.8

26.9

14.2

33.6

37.3

9.7

51.5

28.4

15.2

23.9

30.4

28.3

8.7

56.5

23.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

高崎線の利便性の確保

民間バス（本庄市等）の利便性の確保

こむぎっち号（コミュニティバス）の充

実

町内と本庄や藤岡の市街地を結ぶ公共交

通の確保

町内と本庄早稲田駅を結ぶ公共交通の確

保

障害者や高齢者などのための送迎サービ

スの充実

新たな公共交通サービス（デマンドタク

シー等）の導入

(%)

全体(n=877)

20歳未満(n=19)

20歳代(n=99)

30歳代(n=152)

40歳代(n=181)

50歳代(n=127)

60歳代(n=114)

70歳代(n=134)

80歳以上(n=46)

問15 あなたは、町内や近隣への交通手段として、どのような取組が充実すればいいと思いますか。

（主なもの３つまでに○） 

充実してほしい交通手段について年代別にみると、若い世代において「高崎線の利便性の確保」、

高齢の世代において「障害者や高齢者などのための送迎サービスの充実」と回答とする割合が高

くなっています。 

また、「こむぎっち号（コミュニティバス）の充実」、「町内と本庄や藤岡の市街地を結ぶ公共交

通の確保」、「新たな公共交通サービス（デマンドタクシー等）の導入」、といった町内を中心とし

た近隣までの公共交通の利便性に関わる３つの項目については、60歳代が最も高い割合となって

います。（※上位 7 項目のみグラフ化） 

 

 

 

 

  

高崎線の利便性の確保 

民間バス（本庄市等）の 
利便性の確保 

こむぎっち号（コミュニティバス）の

充実 

町内と本庄や藤岡の市街地を 

結ぶ公共交通の確保 

町内と本庄早稲田駅を結ぶ 
公共交通の確保 

障害者や高齢者などのための 
送迎サービスの充実 

新たな公共交通サービス 
（デマンドタクシー等）の導入 
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39.3

18.8

27.8

29.9

19.0

36.6

21.3

43.5

19.3

25.5

27.3

14.9

38.5

21.1

34.8

16.1

29.7

42.6

17.4

38.7

21.9

33.1

24.5

25.8

31.3

20.2

31.9

19.0

43.5

15.8

31.6

27.7

20.9

38.4

18.6

39.4

17.8

26.7

21.7

20.0

36.7

25.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

高崎線の利便性の確保

民間バス（本庄市等）の利便性の確

保

こむぎっち号（コミュニティバス）

の充実

町内と本庄や藤岡の市街地を結ぶ公

共交通の確保

町内と本庄早稲田駅を結ぶ公共交通

の確保

障害者や高齢者などのための送迎

サービスの充実

新たな公共交通サービス（デマンド

タクシー等）の導入

(%)

全体(n=877)

賀美小学校区(n=161)

長幡小学校区(n=155)

七本木小学校区(n=163)

上里東小学校区(n=177)

神保原小学校区(n=180)

充実してほしい交通手段について居住地区別にみると、「高崎線の利便性の確保」については「賀

美小学校区」や「上里東小学校区」で高く、「七本木小学校区」や「長幡小学校区」で低くなって

います。また、「民間バス（本庄市等）の利便性の確保」は「七本木小学校区」が高く、「こむぎ

っち号（コミュニティバス）の充実」は「長幡小学校区」が高くなっています。 

（※上位 7 項目のみグラフ化） 

 

 

高崎線の利便性の確保 

民間バス（本庄市等）の 

利便性の確保 

こむぎっち号（コミュニティバス）の 

充実 

町内と本庄や藤岡の市街地を結ぶ

公共交通の確保 

町内と本庄早稲田駅を結ぶ 

公共交通の確保 

障害者や高齢者などのための 

送迎サービスの充実 

新たな公共交通サービス 

（デマンドタクシー等）の導入 
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29.6

57.0

44.0

34.7

7.8

31.6

21.1

57.9

15.8

21.1

18.2

59.6

55.6

53.5

15.2

11.8

77.6

44.1

56.6

11.2

20.4

69.6

50.8

41.4

3.9

22.8

64.6

56.7

34.6

7.9

31.6

51.8

49.1

23.7

6.1

60.4

32.8

19.4

11.2

3.7

71.7

10.9

8.7

0.0

4.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

利用していない

クレジットカードを利用した

チャージ（入金）するカード型電子マ

ネーを利用した

スマートフォン決済を利用した

デビットカード（銀行口座からの即時決

済）を利用した

(%)

全体(n=877)

20歳未満(n=19)

20歳代(n=99)

30歳代(n=152)

40歳代(n=181)

50歳代(n=127)

60歳代(n=114)

70歳代(n=134)

80歳以上(n=46)

問22 あなたは、過去１年間、キャッシュレス決済（電子的決済手段を指し、小切手や商品券を除

く）を利用したことはありますか。利用した決済の種類もお答えください。（あてはまるも

のすべてに○） 

キャッシュレス決済の利用経験について年代別にみると、基本的な傾向として、年代が上がる

ほど利用していない割合は多くなり、逆に若い世代ほどクレジットカードの利用割合やスマート

フォン決済などの利用割合は多くなっています。ただし、20 歳未満や 20 歳代については、クレ

ジットカードなどの審査が必要なサービスについては利用割合が低く、若年層では 30 歳代が最も

利用割合が高くなる傾向がみられます。 

（※上位 5 項目のみグラフ化） 

 

 

利用していない 

クレジットカードを利用した 

チャージ（入金）するカード型 

電子マネーを利用した 

スマートフォン決済を利用した 

デビットカード（銀行口座からの 

即時決済）を利用した 
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問27 あなたは、次にあげるような分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。①～③の

それぞれについて、１～６の番号１つに○） 

男女の地位について、男女別に意見をみると、「①法律や制度」、「②社会全体」、「③家庭生活」

のいずれでも男性の方が女性よりも、「平等」と感じている割合が高くなっています。また、「男

性優遇」と「どちらかといえば男性優遇」を合計した割合も、女性の割合が高くなっており、女

性の方が男性に比べて、“男性は優遇されている”と感じているといえます。 

 

 

 

 

  

7.8

6.8

8.8

31.7

26.8

37.3

38.2

46.5

30.2

2.4

2.6

2.4

1.3

2.1

0.0

14.5

13.1

14.9

4.2

2.1

6.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=877)

男(n=426)

女(n=410)

①法律や制度

男性優遇 どちらかといえば男性優遇 平等 どちらかといえば女性優遇 女性優遇 わからない 不明

14.7

12.0

17.6

47.2

43.9

52.0

18.6

24.9

11.5

3.6

5.4

2.2

1.0

1.4

0.2

10.6

10.3

10.5

4.2

2.1

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=877)

男(n=426)

女(n=410)

②社会全体

男性優遇 どちらかといえば男性優遇 平等 どちらかといえば女性優遇 女性優遇 わからない 不明

7.8

4.9

10.2

27.6

24.6

30.7

38.1

42.0

34.4

9.9

11.5

8.5

2.5

3.5

1.5

10.4

11.3

9.0

3.8

2.1

5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=877)

男(n=426)

女(n=410)

③家庭生活

男性優遇 どちらかといえば男性優遇 平等 どちらかといえば女性優遇 女性優遇 わからない 不明
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■２．経年比較 

 

ここでは前々回調査（2015（平成 27）年７月実施）、前回調査（2019（令和元）年７～８月実

施）、今回調査（2021（令和３）年４～５月実施）での、主要な共通設問について経年比較を行っ

ています。 

 

問５ あなたは、上里町は住みよいと感じていますか。（１つに○） 

住みよさについて経年比較でみると、大きな変化はなく、いずれも「住みよい」と「まあまあ

住みよい」の合計は８割前後が続いています。 

 

 

  

26.4

22.7

25.1

56.5

57.0

60.0

12.2

12.2

12.5

1.6

2.6

1.9

3.4

5.5

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前々回(n=1,341)

前回(n=1,152)

今回(n=877)

住みよい まあまあ住みよい あまり住みよくない 住みよくない 無回答
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問６ あなたは、今後も上里町に住み続けたいですか。（１つに○） 

上里町に住み続けたいかについて経年比較でみると、大きな差ではないものの、「ずっと住み続け

たい」は前々回と今回を比較するとわずかに減少しています。 

 

 

 

48.2

41.1

42.6

30.4

35.2

34.1

6.3

5.6

7.0

0.2

0.0

0.6

11.4

14.2

15.3

3.4

3.7

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前々回(n=1,341)

前回(n=1,152)

今回(n=877)

ずっと住み続けたい 当分は住み続けたい いずれ町外に転出したい

すぐに町外に転出したい わからない 無回答
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※「加重平均」の算出方法は次の通りです。 

｛（満足×2）+(やや満足×1)+(どちらともいえない×0)+(やや不満×-1)+(不満×-2）｝÷回答者数 

｛（重要×2）+(やや重要×1)+(どちらともいえない×0)+(あまり重要でない×-1)+(重要でない×-2)｝÷回答者数 

数値の範囲は－2～＋2で、－2に近いほど評価は低く、＋2に近いほど評価は高いとみます。 

なお、「無回答」は除外して算出しています。 

■３．CS分析 

 

ＣＳ分析は、町の施策に対する町民の満足度と重要度を掛け合わせて４つの象限に分類し、改

善の優先度が高い施策を抽出することができる分析手法です。満足度が低く、重要度が高い施策

は重点改善分野にあると考えることができ、今回のアンケートからは、「防犯対策の強化」「都市

基盤の充実」「環境保全の推進」「交通安全対策の強化」「経済的困窮者への支援」などがこれに該

当します。 
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Ⅴ．自由意見 
 

■１．総括 

アンケート最後のまちづくりの自由意見については、245人の方から回答を頂きました。 

回答を内容別に集計したところ、「その他」を除き最も多いのは「公園・屋内運動施設の整備」38件、

次いで「道路・歩道整備」35件、「駅と駅周辺の整備」27件、「医療・保健の充実」21件、「アンケートへ

の意見」18件、「商業振興」18件、「役場への意見・役場職員の改善」18件、「地域公共交通の充実・改

善」17件となっています。 
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■２．自由意見の内容 

以下、先の頁で意見内容別に分類した上位 10位までの項目について、具体的な記述のある意見を掲載

しています。ただし、掲載にあたり個人が特定されるような表記等は編集しています。 

 

【公園・屋内運動施設の整備】 

自由意見 

陸橋の下などの利用が難しい場所にバスケコートを作ってほしい。今もあおぞらパークにバスケ

コートがありますが、休日の多くは家族連れの方が利用しており、本格的バスケはあまりできませ

ん。そこで本格的なバスケコートを作ることで２０代や１０代後半の今居なくなってきている若者

を集めることができます。加えて、ここ周辺の場所ではそのような場所はないので、より効果があ

り、観光につながる可能性もあると思います。 

町内にスケートボード場を建設してほしい。本庄市や深谷市、伊勢崎市などは公営のスケートボ

ード場があるが、町内ではできる所がなく、スケートボードに乗っていると警察に通報される事が

多いため、しっかり整備された場所で楽しめるようになってほしい。もし、町内にそういう所があ

れば、オリンピック競技にもなったスケートボードに興味を持った子ども達も始めやすくなると思

う。 

運動ができる場所。トレーニングルーム。 

公園などはありますが、子どもが室内で遊べる児童館が寒かったり、おもちゃが古かったり、少

し行きづらいです！！ もう少し若い人向けの施設なんかあったら良いな。 

上里町役場のうらにある公園に柵がなくて子どもが飛び出してしまうので危なくて遊べない。柵

の設置の検討お願いします。 

公園が少なく感じてます。子どもを遊ばせるのにいつも車で行かなきゃいけないけど、歩いてい

きたいのでもっとふやしてほしいです。 

土手とパブリック公園の整備をお願い致します。 

このコロナ禍において比較的大きめな公園は人が多く集まり密になってしまうため小さめの公園

にも遊具の増設や整備をしていただき人が分散される工夫が必要だと思います。特に田通公園。子

育て世代に喜ばれる町づくり、支援を期待しています。 

公園が少なく、遊ぶ時は町外へ出なければなりません。青空パークのような公園（駐車場つきの）

が増えるとありがたいです。 

前にも書きましたが、公園に水場を作って欲しいです。小さい子どもはプールに行けません。浅

くても良いので水場や、水あそびが出来る公園があると夏場楽しめると思います。町の対応が高齢

者ばかりの町なら少子化待ったなしだと思います。どんぐりの丘公園の足ツボの場所を水あそびの

場所にして欲しいぐらいです。決して高齢者が悪いわけではなく、国は子ども、子育て、妊婦に対

して何も考えていないように思えるからです。せめて住んでいる町では子育てしやすいな、と思え

る町であって欲しいです。 

公園を増やすか、パブリックの遊具を整備してほしいです。そしてなるべく静電気が起きづらい

ものにしてほしいです。 

駐車場がたくさんある大きくて遊具がある公園があるといいです。 

公園の整備（新しい公園、既存の公園の整備（例、長久保公園の除草など））。 
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自由意見 

役場南の公園について ・水道の水圧が強く大人も子どももびしょぬれになります。同様の水が

出続けない水道を色々な公園で使用したことがありますが少し工夫をすれば普通に使えまし

た。 ・きれいなこともありますが、青空パークと同様、タバコ、おかしのゴミ、ペットボトルな

どゴミがたくさん落ちていることが多いです。 ・日陰がなくこれから少し休む時困ります。伊勢

崎西部公園にブランコと複合遊具の間に葉っぱの形をした日よけの場所があります。七本木児童館

の公園にあるような屋根つきの休憩所だと治安、防犯上心配ですが、西部公園にあるものくらいな

らどうなのでしょうか。ご検討よろしくお願いいたします。 

公園またはグラウンドのようなボール遊び等のできる広場をもっと増やしていただきたいです。

少年団等が使わない広いグラウンドがありません。休日に遊べません。子育てのしやすい町になる

といいなと思います。 

子どもが外で遊べる公園を増してほしい。 

まだ越してきたばかりで、町についてよくわかっておりません。ただ、公園はきれいで、子ども

はとても喜んで遊んでおり、とても助かっています！ 一点言うとすれば、手洗いがしづらい水道

なので、蛇口を変えてもらえると嬉しいです。今、コロナで大変ですが、今後、上里町が住み良い

町になるよう、私も尽力していけたらと思っています。 

小さい子が安全に遊べる公園が少ない。あおぞらパークは２～３才の子が遊べるすべり台がない

です。 

運動公園など誰でも使用できる場所を増やしてほしい。 

公園の整備をして欲しい。できれば、パチンコ屋を減らして欲しい。 

ドッグラン付きのＢＢＱ設備を作れば良いと思う。ペットと過ごしやすい町、遊びに来やすい町

にすると都心から人気になると思う。どうでしょうか？ 私は酪農業です。もっと地元農家とコラ

ボして観光したらいいと思います。 

子育て中ですが、近くに公園がなく、困っています。青空パークには子ども１人では行かせられ

ないので、畑しかありません。せまくても良いので、公園を作って欲しいです。子どもは遊び場が

ないので、家でゲームばかりで不健全です。 

公園や散歩コース等の充実。 

公園がなさすぎです。緑がたっぷりあって毎日でも行きたくなるようないやされる公園を作って

下さい。子育て中のママは、昼間は町外で過ごしていますよ。 

伊勢崎市、藤岡市、高崎市などの公園を見習ってほしい。上里は公園やスーパー全てが中途半端。

この先、人口がどんどん他へ流れていってしまうと思う。 

子どもがサッカーをしていて、堤グラウンドを利用していますが、トイレの整備をお願いしたい

です。他の市町村のグラウンドへもよく行きますが、どこへ行っても堤グラウンドのトイレがだん

とつで汚いし、臭いもひどく、恥ずかしいです。予算がついたと聞きましたが、工事だけでなく、

ぜひキレイなトイレの維持をお願いします！！ 

安全に散歩ができる公園があるといい。 

堤グラウンドのトイレを最新にして下さい。子ども達危ないし他県から来た方に印象悪い。 

公園は各小学校周辺にあるといいのかなと思います。 

緑が多い町なので、キャンプ場があると良いなと思います。キャンプが流行しているので、ステ

キなキャンプ場をつくれば各地からの集客もあり宣伝効果にもなります。町が管理しているキャン

プ場も多くあるので環境が良い上里にあっても良いと思います。 
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自由意見 

無料でなくて良いので（１回１００円位）公園（パブリック公園など）にドッグランを作ってほ

しい。シルクドームのドッグランに行っているが犬も人もとても楽しそうにしているので。 

スポーツ施設と公園を一緒にしてほしい。 

上里サービスエリアの観光施設としての充実を、緑地公園をふやしてほしい。歩け歩けのロード

マップを作成してほしい。 

高齢者も使用出来る公園作る（健康の為）。 

自然が豊かな町なので、ハイキングコース等、地元で楽しめる場所があったら良いと思う 

忍保公園の遊具を撤去したので子どもが遊びに来なくなった。景色は上里一いいと思うので何と

か新しい遊具を新設してもらいたい。 

将来に向けて、森林公園を整備してほしい（人間と他の動、植物の交流の場として）。 

町に広い公園がほしいです。群馬の伊勢崎にあるような、散歩できる所がほしいね。 
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【道路・歩道整備】 

自由意見 

道路を整備してほしい（道←特に歩道ががたがたで、歩きづらい＆外灯がなく暗い）。道路に草

が生えていて危険。整備してほしい、につながりますが、１度町内の道を歩いてほしい。歩いてみ

ないとわからない危険もあります。町の北部の活性化。 

本郷から児玉の工業団地への道を早く通して下さい。通学路に車が通っていて危ないと感じます。 

道路については、歩道が少なかったり（ガードレールの不足）、車いすも楽に通れたりするよう

な整備がまだまだ不十分であると思う。男女がどうのという前に、全ての人が、人として生きるた

めに、概念（人権など）の前に環境を整えてほしい。このような状況で、上里町を観光地にしよう

とするのは理解に苦しむ。町外の人を呼び込む前に、まずは町内の人々の生活安定（コロナ対策、

教育、福祉、環境）を優先してほしい。 

道のデコボコをなくしてほしい。 

現在住んでいる地域は、小学生の通学路の安全が確歩できていないと感じます。道路の状態は雨

が降ると悪くなり、小学生が狭い道路の真ん中を通らなくてはいけない場所が多いです。大きい道

路の整備も大事だと思いますが、小学生の通学路にも目を向けて欲しいなと感じます。 

ウニクス上里裏の道路整備。・東小前通り～児玉方面への道路整備。 

子ども達の通学路の安全確保の為、金下付近の中山道の信号機増設（現在署名活動中）。小学校

低学年に信号なしで、中山道を渡らせている上里町の異常さに疑問の為。 

安全な町作りが再優先。特に通学路などの歩道整備、街灯などの設備が挙げられる。 

子どもが安心して歩ける歩道を作ってください。賀美小学校までの道のりで歩道がなく危ない場

所があります。 

個人的な印象はゆるい町。良くも悪くも。必要な情報はすぐ見つかるし、ギラギラしてないよう

子は好きです。道路の整備、歩道の確保など進めていただけると、将来足が悪くなってカートを押

すようになった時、行動範囲が広がるので助かります。子どもも大人も、なんとなくゆるっと自然

に集える場所があるといいですね。 

通学路に大型車が入り込んでくる。スピードも速い。見回りにも限度がある。 

ウニクスの東西の道路の整備。生活道路として使用しているが、ウニクスへ向かう（帰り）車の

往来が激しく、歩行するのに危険な箇所があるため、歩道の整備等を希望します。 

電灯がなくて夜は危ないなと感じる道もあるのでもう少しそういった所をチェックしていただけ

ればと思います。 

何かあってから動くのではなく先を見て行動をしていただきたい！！ 見通しの良い道ほど車は

スピードを出します！！ 小中学校の通学路は実際一緒に歩いてみると危険が多いと感じます。信

号や横断歩道のない所を通ります。そのような場所に小中学校の通学路になっていて子どもたちが

通るというのが車からわかるように注意喚起の看板等目立つように設置をしていただきたいです。

子どもたちが事故にあってからでは遅いです。よろしくお願いします。 

自宅前の道路の砂利をアスファルトにしてもらいたいのと、痛んでしまっているアスファルトを

直してもらいたい。 
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自由意見 

本郷の交差点（児玉工業団地アクセス道路）の開発がずっとストップしているように見えます。

進めるのか、進められない理由があるのなら詳しい情報がほしい。七小学区の通学路の見直しにも

つながると思うのでぜひ進めてほしいと思っています。よろしくお願いします。 

リバーサイドロードがいつごろに着工になりますか。 

住宅内の道路の整備が悪い。 

緑も多く住みやすさを感じています。しかし、まだ４０歳代で車があるからです。車移動が出来

ない高齢者には、不便なのかもしれません。 

私は４０代ですが車の運転が出来ません。歩道は草がボウボウで歩く事もままならないです。ち

ゃんと草かりしてほしいです。車社会ですが、スピード出しすぎで怖いです。歩道をもっと作って

下さい。子ども、高齢者の為にも。あと障害者の為に。 

道路が悪い所が多い（でこぼこしている道が多く感じられる）。 

駅から神保原小学校へ向かう道が細く、子ども達の通学路として危ないと思います。道幅の割に

交通量も多く、スピードを出す車もあります。今までよく事故が起きなかったと思います。子ども

達の安全の為にも、改善される事を願います。 

横断歩道の渡る所に街灯があると夜、横断する人が確認できるので設置して欲しい。 

この町は道路事情が悪い。道幅が狭く、危険。また、主要な道路（他市町への）が限られている

ため、渋滞が多い。 

通勤通学時間帯、東小近くのミニストップの信号で右折車の事故がいつか起こってしまうのでは、

と危惧しております。 

神保原駅→上里駅へ。駅北側周辺の開発。上里町から伊勢崎へ橋を架ける。橋を架けたら駅を新

しく作り、伊勢崎とシャトルバスで往来。遠方から上里へ来たくなるような魅力的な町づくりと交

通づくり（新１７号ＢＰと伊勢崎、旧１７号、２５４国道をつなぎ、長瀞や秩父へも行き易くする

とか）。自分が住んでいる町だけ良くしようと思ってもダメです。 

近所の農道から草や土がはみ出して車が通りづらくなっていたりします。道路の整備も含め車が

通りやすい道路にして欲しいです。 

群馬の県南部と埼玉の県北で、道路環境が大きく異なる問題を解消してほしい（予算投入に差が

あるのは仕方ないが…） 

高齢の方が、１人１台ずつ保有している上里。毎日の買い物に使っています。これからもっと高

齢の方が多くなっていく中で、運転しやすい道づくり、一時停止のわかりやすい道など上里の道は

どんな人にでも、見落としのないわかりやすい道であればと思います。 

本庄市のベッドタウンや工業団地の住宅としての機能がある町は、生活道路、幹線道路の整備が

重要であると思います。道路がしっかりしていれば、自然に町は発展していきます。特に私の住む

七本木京塚、三田地区は早い整備が必要です。車も多く子どもの通学も多く安全対策のためにも重

要です。ウニクスの西側の道路整備が早急にされますようお願いします。また、三田の信号機交差

点付近の整備（十字路がせまくなっているところ）、そこから二本松道路までの整備も必要です。 

関越の北側の側道は街灯がなく、真っ暗なため学生や自転車で帰る人達が危険である。 

住宅地の生活用道路の舗装化の充実。 

１７号バイパスができると周辺の環境が悪化する。騒音防止の為にバイパス沿いに植樹をすすめ

る。 
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自由意見 

事故が起ってからでは遅すぎます。（道路）（排水のフタ）その前に直して下さい。いろいろと

町の道路を見て回って下さい。 

国道新整備の為、自宅北側の家が移転したので、北風がとても強く嵐のような状態になりました。

風よけ（木・屏）の対策等の検討お願いします。 

  



 58 

【駅と駅周辺の整備】 

自由意見 

神保原駅の名称を上里駅に変更してほしいです。 

トライアルの跡地に、はにぽんプラザのような、学習や集いの場として使える設設を作ってほし

いです。 

駅までの交通手段が少ない事が不便。駅前が暗くて、こわい。コンビニくらいはほしい。防犯カ

メラもあったほうが良いと思う。 

冬、神保原駅に着くととても寒く、待つのが大変。どこか、集まる場所などができればうれしい。 

神保原駅の活性化。（駅の利用者が多いのにコンビニ、カフェがない。スーパー等欲しい）。 

駅北側の充実と復興。 

神保原駅前にコンビニがほしい（旧トライアル側）。・旧トライアルが荒れ放題なので公園など

にしてほしい。 

駅横の駐輪場の遊具を増やして欲しい。駅ＷｉＦｉ、ＷｉＦｉを町中に飛ばして又はＷｉＦｉポ

イントを作って。公園に。 

駅前北口の道が狭すぎる。無電柱化も進めてほしい。子どもの遊べる公園など北口にはなくどん

どん衰退している。早くどうにかしてほしい。電柱のないきれいな町並み＋教育施設（保育園含む）

をきれいにすることで他県、他市からも人口が流入するのでは。 

トライアル跡地がせっかく広い土地なので、みんなで利用できる場になってほしいと思っている。 

駅周辺の駐車場整備は必須です。トライアル跡地など借り上げてみてはどうでしょうか？ 電車

で都心部に出やすくても駐車場があまりにも少なすぎます。あと反対側にも改札を作って下さい。 

神保原駅周辺の過疎化をなんとかして、賑わいのある駅前を作っていただきたい。 

旧トライアルの場所もいつまで立ってもそのままで荒んでいて悲しくなります。駅前にコンビニ

作ってほしいです。不便。上里町は自然で空気も良いと思います。健康の為に散歩したくても、道

路や歩道が整備されてなく廃墟化された店が多くそのままなので、そういったのをなくせば皆、外

に出ようと気になると思います。 

神保原駅をキレイに改築してほしいです。上里町の玄関口ですから！！ そのところにニュービ

ーズ（コンビニのような売店）があるといいと思います。 

駅周辺に有効な店舗やイベント会場がないため人が寄り付かない。 

神保原駅前がさびしすぎる。駐車場にしないでほしい。昔からの人達が、どいてほしい。（商売

しないのなら）商店街など、お店を出す人を誘致してほしい。土地を買いとって、商売する人に貸

し出すとか、売るとかにしてほしい。せっかく、高崎線という便利な路線が、いかせていない。ト

ライアル跡地も何か誘致してほしい。駐車場だけにしないでほしい。（住宅とか）。また、夜がさ

びしくなってしまうので、変な人が出たりしやすい。刃物をもった人はつかまったのでしょうか？  

神保原駅→上里駅へ。駅北側周辺の開発。上里町から伊勢崎へ橋を架ける。橋を架けたら駅を新

しく作り、伊勢崎とシャトルバスで往来。遠方から上里へ来たくなるような魅力的な町づくりと交

通づくり（新１７号ＢＰと伊勢崎、旧１７号、２５４国道をつなぎ、長瀞や秩父へも行き易くする

とか）。自分が住んでいる町だけ良くしようと思ってもダメです。 

神保原駅がだいぶ古くなってきたので、新しい駅になるとうれしいです。 



 59 

自由意見 

駅北口付近がさびれてきてしまっているので、食品スーパーなどあった方がよい。北口側の人が、

歩いて衣食住ができるような環境づくりをしてほしい。学校をつくることで、活生化は？！ コン

ビニや本屋位あった方がよいのでは。 

駅周辺を整備してほしい。駅前が暗くてさみしい。 

駅の階段が多すぎて、高齢者・障害者は大変です。エレベーターみたいな物があれば、便利でい

いと思います。色々書きましたが、宜しくお願い致します。 

神保原駅北口で食品の商店、デパートが有ればよいと思う。一人暮らしのお年寄り等、困ってい

る人がいる。車につんで回って来てくれる商売人でもよい。 

上里町ならではの町づくりとして駅名が上里ではなく神保原。これを変える事で人に伝えやすい。

上里と言うのを伝えるのに関越道の上里サービスエリアと伝えた方が人に伝わるし、神保原駅？と

なって本庄市の次の駅とか群馬の新町駅の手前。住所と同じ上里駅になったら、良いと思っていま

す。 

神保原駅前集辺が暗すぎる。もう少し明るくなってほしい。郵便局の駐車場が狭いので他に、Ａ

ＴＭを設置していただければいいと思います。 

神保原駅の周辺に道の駅を造ってほしいなぁと思います。電車から簡単に降りて何かしらお買い

物をし、また電車で帰宅へ家庭菜園、手作りｅｔｃ、自由に提供し、買ってもらえる場所があった

らいいなと思います。 

神保原駅北口周辺の道路を拡幅して店舗の増加を目指す。駅周辺が淋しすぎる。学校誘致に最善

を尽す。 
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【医療・保険の充実】 

自由意見 

医療の充実（皮膚科や総合病院等）。 

上里町には、産婦人科（産科）がないのであった方がいいと思います。 

先日、町のがん検診（子宮けいがん）を受けさせて頂きました。大変助かります。ありがとうご

ざいます。 

病院（内科、小児科、婦人科）が少ないように感じます。特に小児科は１つしかないので、県外

に行くこともあり、大変です 

小児科が少ない。一度群馬に転居した際は選べるほど小児科があったのに…。小児科に限らず医

者が少ない気がする。皮フ科、耳鼻科など…。医療にもう少し力を入れてほしい。あと、公園が賀

美小地区は少ない。このへんにはカンターレの所くらいしかなくて…子育て中にはツライ。上里町

じたいは好きなので頑張って下さい！ 

先日、町のがん検診（子宮けいがん）を受けさせて頂きました。大変助かります。ありがとうご

ざいます。 

現在、上里町には大きな病院等がないため医療体制の充実と高齢化に備えた介護施設の充実は不

可欠かと思います。 

入院ができる病院があればいいと思います。 

外科の医者が少ないのが不安。なにか事故にでもあったら助からない気がする。 

町に総合病院があるといい。医療が手薄なので心配です。 

正直、上里町には特に観光スポーツがある訳でもなく、スマートインターチェンジがあっても、

わざわざ町外の人が足を運んでくれる目玉もない。私はそれでもいいと思っています。それよりか

は、町内の人々に満足してもらえる街づくりを願います。医療、災害時に安心感を、介護サービス

の充実度ＵＰを目指して頂きたいです。神保原駅も（快）（アーバーン）は止まらない為、本庄駅

で降車することも多々…。駅週辺でなく、町全体をみて欲しい。狭い道だらけ。はじっこは何もな

い。それなら、役場をもっと便利にして、図書館をもっとキレイにして…欲しいです。色々大変か

とは思いますが、上里町がよりよくなることを願っています。 

近くに大きな病院がないのが、生活をしていく上で不安です。 

大きな病気をした時、高度な医療体制がなし。大腸ガン検診は町のガン検診はあるが、内視鏡検

査ができる医院が１軒だけとは、なんともおそまつである。 

コロナウイルスに関して、一日も早いワクチン接種をよろしくお願いいたします。 

コロナワクチンの接種情報がない。いつ頃出来るのかさえ不明。ただ高い町県民税を取られてい

ると思うと腹が立つ。本当に上里町を良くしたいのなら、早急にワクチンを打ち、住民の安全を第

１に考えるべき。 

コロナの予防接種をできるだけ早くしてほしい。 

急病（脳梗塞、心筋梗塞等）命をたすけられる大病院が有ればいいと思う。児玉郡内でいいと思

う。 

個人医院、病院はあるが救急病院は町外（伊勢崎、藤岡、深谷）となり急患（脳梗塞、心臓病等）

の場合対応に時間がかかり人命が救えないと考えている 
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自由意見 

・総合病院（町営）。送迎もしてくれる（移動手段のない年寄が増えるであろうから）。 

上記は経営者（町）の利益でなく、住民一人一人の利益大になるようなものになると良い。送迎・

配達により、雇用も生まれる。 

上里町にも総合病院が必要では？ワクチン（コロナ）接種の予約等の情報がなかった。最初の予

約が７５才以上の情報がなかったのはおかしい！ 

上里町は住み良いとは思いますが大きな病院が近くにあるといいですね。 

医療センターの設置をお願い致します。 
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【アンケートへの意見】 

自由意見 

特になし。毎回アンケートに回答しているのでＱｕｏカードくらい欲しい…。 

日本語わかりません。 

このアンケート自体が、手作業による集計だと思うので、業務の効率化を考えているとは感じら

れない…。マルをつけるだけの部分はマークシート等による自動集計にした方が良いのでは。田舎

だから効率化や電子化が遅れている、で許される時代は過ぎていると思う。 

まちづくり、まちづくりと言っているが町がなにをしたいのかわからない。（人を増やしたいの？ 

スーパー等商業施設を増やしたいの？ ）町長の考えが伝わらない。 アンケートにあったように

すべてが充実できるわけがないので上里町として２つ、３つにしぼりそれを充実させるべき。以上。 

アンケートをとるからにはしっかり役立てていただきたいです。 

アンケートの機会をありがとうございます。災害もなく住みやすい町だと思います。これからも

宜しくお願いします。 

毎日忙しい中、このようなアンケートはとってもつかれます…。それなのに、ハガキにて、催促

され…。不愉快です。この際、全ての上里町民にアンケートを送り、本当に意見したい人にやって

もらうのでいいのではないでしょうか。無作為といいますが…。なかなか大変です…。色々と、費

用などで大変かと思いますが… 

アンケートの結果とそれがどのように反映された（今後取り組む予定も）のか教えて下さい。 

どの問も重要で多方面において行政の努力する姿をみたいと思います。 

もっと町民アンケートを増やし町民の気持ちによりそってほしい。 

まちづくり…上里に住んで一年経ちましたが、上里のこと全く知らないなとアンケートに答えながら思い

ました。自発的に役場のＨＰ見ることもないし。車を運転できなくなったら住みにくそう。本庄総合病院へ

行くのも本数の少ないコミュニティバスを乗りついでいくしかないのか？そもそもバス停まで遠いし、膝の

手術を本庄でしたらリハビリに通うのが大変そうと思って悩んでいます。実家へ戻るか？とか。コロナワク

チンは届いてるのでしょうか？ 打ち始まってるのかしら？ 広報も見かけないし、どんな町なのかわかっ

てない私がアンケート答えても意味ない気がします。水道料金免除ありがたかったです。 

インターネットでのアンケート調査を実施して下さい。環境、コストのため。 

参考になるようなアンケートではないですが、結果をお聞かせ頂けたら幸いです。 

はっきり言ってアンケートはめんどくさい！！聞きに来てくれたらいいなあと思いました。コロ

ナだから仕方ないのかもしれませんが。 

このアンケートを無駄にしないように、行政にはがんばっていただきたいです。 

このアンケートの中で改めて気付いた亊が多くあった。もっと自主的に上里町の発展・向上に目

を向けたいと思いました。 
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【商業振興】 

自由意見 

ショッピングモール等の店舗に空きがないような施設を充実して頂きたいです。空き地や、昔か

らずっと建っているパチンコ店などの取り壊し新規改革をして頂きたい。「上里町に来てもなにも

ない」と言われないよう願うばかりです。 

スーパーは多くて日常の買い物には困りませんが、雑貨屋などが少なくて残念です。 

上里イオンにもっとお店入れた方がいいと思います。映画館や温泉ができたらいいです。ＤＶＤ

のレンタルするところが本庄まで行かないとないので上里にほしい。あとマックのドライブスルー

も。 

上里イオンや上里カンターレをもっと有効活用した方がお客様が増えて良いと思う。イオンなど

にマクドナルドや無印用品など入れば全然ちがうと思う。 

コンビニ、スーパーが増えてほしい。 

買い物できる場所が、本庄、児玉まで出ないと少ないので上里で買い物できる場所が増えると、

老人も歩いて行ったり便利になると思います 

上里イオンの集客を増やす方法を考えては？？ 

外食をするにしてもほとんど町外に出かけることが多い。今ひとつ何か魅力が足りないと感じる。 

上里サービスエリアだけでなく、本庄児玉ＩＣ周辺の町内の商業（店）、環境を開発すると、川

越や都方面からの人が動く気がします。 

近所にコンビニがないのが不便。 

日用品がそろうスーパーがあると助かります。長幡地区の人は、車がないと買い物もできないの

で検討していただきたいです。 

伊勢崎市、藤岡市、高崎市などの公園を見習ってほしい。上里は公園やスーパー全てが中途半端。

これ先、人口がどんどん他へ流れていってしまうと思う。 

長幡地域はスーパーがないので老後心配です。誘致してほしい！！  

スーパーなどある地域とない地域があるので大小スーパーを５地区にあるといいと思います。こ

むぎっちバスもありますが、地域によってはバスのアクセスが悪いのでは？と思うところもありま

す。自動車の（高齢者）運転等も免許返納した場合に買い物に行きづらそうだな…と思いました。

便利なところと不便なところがないように見直ししていただけるといいのかな？と思いました。あ

と公園も各小学校周辺にあるといいのかなと思います。 
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自由意見 

買い物難民が増えています。歩いて１０分では着かないです。移動販売車の早期導入を考えて下

さい。また、要所に冷凍食品の自動販売機の設置をお願いします。冷凍はクサらなくて日持いいで

す。サービスエリアの北にＪＲＡの場外馬券売場を造ってほしいです。私も友人、知人にネット購

入をたのまれます。場外馬券場ができれば増税は期待でき、周りの売店、飲食店の売上もあります。

町や地元にお金が入ります。ＪＡＲの場外馬券売場設置で犯罪が増えると危惧する場合は、以前設

置場の意見を聞いて、お考え下さい。とにかく買物難民が増えています。他の自治体より早く動い

ていただければ上里町はとても住やすい町になると思います。 

上里町は、今は静かで治安もそう悪くはないが、住民の高齢化と外国人や貧困に苦しむ人々の犯

罪が今後増加するのは間違いない。商業施設が潰れれば更に雇用が減って治安も悪くなる。商業施

設の税制の優遇と、神保原駅周りのマンション開発で、利便性の高さを売りにして住民を呼び込ん

でほしい。神保原駅と町役場周辺の車のアクセスも区画割りのせいか直線で行ける道が少ない。 

・スーパーマーケット（町営）。ＰＣで注文、配達してくれる。 

上記は経営者（町）の利益でなく、住民一人一人の利益大になるようなものになると良い。送迎・

配達により、雇用も生まれる。 

上里町三町地区に住んでいるのですが食料品の店、スーパーなどの店がないので不便です。コン

ビニはあるけど食料品の店がほしいです。老人には大変です。 
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【役場への意見・役場職員の改善】 

自由意見 

役場の職員の人が積極的に応対しない。見て見ぬフリをしているような態度が気になる。 

プレミアム付商品券は使い勝手も良くありがたい取り組みでした。 

こむぎっちプレミアム商品券はとてもよかったです！ また販売してほしいですね。抽選ではな

く、全世帯に配布とかでもよいのかなと…。 

役場の職員の対応が悪すぎる。偉そうで親切ではない。サービス業（親切）のような対応をする

べき。口では親切そうにしているが、顔や目を見れば面倒くさそうな気持ちや、見下す目がわかる。 

町議のおじいさん方はあまり横柄な態度をとる事のないようにお願いします。全員ではないです

が田舎だからなのか今時あまり見ませんよ！ 

役場の受付女性必要性ない。 

役場の人、説明が下手。言葉が足りない。もっとわかりやすく、説明してほしい。 

上里町は全てにおいて中途半端な町です。だからなのか町長以下行政に携わる方々の方向性が町

民として見えません。もっと行政に携わる方々はベクトルを合わせて上里町の方向性をハッキリと

見出してほしいです。町長や町議員の方達は当選がゴールではないですよ！！もっとリーダーシッ

プを発揮して下さい。もし、間違っていたら修正をして行けばいいんです。自信もって下さい。ス

ピード感持って下さい。町民に夢と希望と楽しさを持たせて下さい。 

仕事をしているため、役場に用があっても時間が間に合わず（閉庁時間が早いため）用が足りま

せん。閉庁時間をもう少し遅くするか、休日開庁を増やすかしていただけたらと思います。今後共、

地域住民の声を聞き、よりよい上里町となりますよう期待しております。どうぞ、よろしくお願い

いたします。 

経済的な理由で貧困な状態にあっても、行政の助けを受けられず困っている人の助けとなるよう

に、何か出来るといいなと思います。デスクに座っている仕事だけではなく、たまには町民の家の

様子も見に出かけ生の声を聞いていただけると見えてくるものもあるのではないかと思います。 

広報紙にお亡くなりの方の名前が載っていますが、個人情報の点でいかがかと。以前住んでいた

場所では記載なく、上里に来て広報をみておどろきでした。記載希望しない申し出の方は何割なの

か、何割を超えたら記載なしになるというラインはあるのかと考えてしまいます。（もちろん載せ

てほしい人が多いから載せているのだろうとは思っていますが）。 

行政を活性化するのは日々の見直しだと思います。惰性で継続するのではなくて、初めから期限

を決めて価値がないと判断されたら、別の物に変える決断が必要だと思います。 

役職に就かれた方は、職責を果たす事に全人格を傾ける覚悟をお持ち頂きたい。 

役場の職員方の対応の遅さに驚くばかりです。例えばとある施設に不要品やゴミ等が沢山積んで

ある場所があります。何度かお願いしているのですが約１年間放置したままの状態になっています。

この現実をどう受け止めますか？ 

町内の放送で男性の声より女性の声の方が聞き取りやすのですが。 

役場へあまり行く機会がないので気軽に用がなくても行く事が出来れば良い。 
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自由意見 

一般住民と集合住宅住民との間の行政取扱いの差異が問題である。今後も集合住宅が増加の傾向

と思うので検討が必要である。集合住宅のみで一組織とするか又は一般組織に加入するのかが良い

と思う。 
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【子育て支援】 

自由意見 

とても住みやすく、良い街だと思う。徐々に子どもの数が減少していると思う。もっと子育てへ

の支援などを重実させればよいと思う。 

また子育て世帯への支援をたくさん行うことでこれから家を建てる人たちが上里町で家を建て、

商業施設で買い物をし、町が活性化していくと思います。もし上里町独自の子育て支援しているも

のがあればＨＰなどで大々的にアピールすべきです。 

社会的弱者（障害者、シングルマザー家庭など）への支援にこれまで以上に力を注いでいただき

たい。町独自の支援の上乗せを案出できませんか。 

子育て世代が住み続けないと町は発展しない。住宅支援もそうだが、既存空き家をうまく活用し

若い世代の流入を図る。また他の市でも行っている本庄早稲田駅からの通勤補助などを検討できな

いか？ ２０～４０代をいかに維持できるかが非常に重要と考える。それには子育て世代の補助を

拡充も検討されたい。 

子育てで困っている人への支援が足りないように感じる。ひとり親への支援も不満である。障害

児、特にグレーゾーンの子ども達に対する対応が、環境なども整っておらず、もっと色々と変えて

いってほしい。（専門の病院へ、相談に乗ってもらえる機関、そして学校にも専門の先生をおいて

ほしい）。 

本庄市から上里町に引っ越してきました。子育て支援のサービスが不足しているように思えまし

た。特に児童館の活用に力を入れるべきだと思います。よく利用しましたがいつも貸切状態で…さ

びしかったです。各児童館が行うイベントが月１では、少なすぎます。あんなに手が込んでいなく

ていいので、歌や絵本、あそびくらいでいいので週２～３日は定期的に（曜日固定）行ってもらえ

たら、通うのも習慣化されるし、参加者が増えたらそこで保護者同士でコミュニケーションがとれ、

子育ての輪が広がっていくと思います。あんなに素晴しい施設なのでもっと有効に、子どもたちの

声、ママたちの笑顔でいつもいっぱいの場所になるよう工夫をしていってほしいです。これからも

私もたくさん児童館を利用していきます。がんばって下さい！！ 

本庄市のように病児保育を行う保育園があると助かります。また、ファミリーサポートはありま

すが、保育士の資格を持っていない人がサポートすることに不安を感じます。安い料金で利用でき

る託児所などがあるといいです。 

今年度、育休中から４月に子ども（次女）を保育園へ入れる為、ならし保育期間を考え４月中旬

に会社復職して長女を児童館の放課後児童クラブへ申し込もうとした所４月１日復職でないと申し

込めないと言われました。４月１日付で児童館へ申し込みたいが、保育園は４月１日から始まらず、

ならし保育が２、３週間続くのに何故４月１日復職でないと申し込めないのですか？私は会社との

話し合いで有休を利用し４月１日に復職しましたが会社や働き方によってはムリな人もたくさんい

ると思います。私立の学童へ金銭的に通わせる事の出来ない人もいると思います。私の知っている

地域ではならし保育を３月後半に受け入れたり、休育明けの人は考慮して申し込めたりする地域も

あるので検討お願いします。 

安易に外資、外国人に頼らないでほしいです。日本人の若い世代が結婚、子育てがしやすい環境

にしてほしいです。若い世代には結婚、子育ての資金を安く融資してあげる、子どもを出産したら

返済額を減額してあげる、最大５人出産したらチャラなんてのはどうでしょうか。外国人への生活

保護も反対です。 

若い世代を呼び込んでいくためにも教育の費用に対する支援も重要かと思います。子どもへの養

育費の充実をはかり、各世代ともバランスのとれた町づくりをしていってもらえればと思います。 
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自由意見 

子育てをして感じた事ですが、まず小学校１年で重たいヘルメットを被るという事は、遠くて、

小さい子どもからしたら苦痛でしかありません。重たい水筒を持たせて学校で補充してでも、脱水

症状で夏場は幾度か倒れた事があります。他の学校は、目立つ黄色い帽子です。中学ではヘルメッ

トの着用も訴えてまいりました。現在では改善されており感謝しております。高校では、町内に１

つもない事に違和感を持ちました。電車通学は金銭面でも大変ですし、近い高校はわずかな人数し

か合格できません。遠い学校に自転車で行く子どももいます。子どもにとても負担がかかります。

公園も少ないですし、子育てにもっともっと力を入れてほしいです。少子化問題は、どんどん大き

くなっていってしまう気がします。環境の方では、町の方で下水道整備を行ってほしい。下水の側

溝掃除も、一回も行なっておりません。 

現在子育て中ですが、上里町内の子育て支援センターが少なすぎて困っています。本庄は複数の

保育所に設置されているのになぜでしょうか。その代わり？？の児童館は、まだ外で遊べない低月

齢の赤ちゃんが遊べる環境が整っていないと思います。コロナの影響もあるのでしょうが、利用者

はいつもおらずガラガラなのに職員さんは関わってくれません。いっそのこと名前を「子育て支援

センター」に変えて、職員さんとの関わりを増やしてもらい、低月齢の赤ちゃんが安心して遊べる

おもちゃを用意してくれたら利用者が増えると思います。とにかくまだ外で遊べない低月齢の赤ち

ゃんとママの行き場を作って欲しいです。切実です。 

子育て支援を充実させてほしい。交流施設やおむつ代の補助も全然足りないです。例えば神奈川

の厚木市では月に４千円程度の補助があるそうで、上里町ももう少しがんばってほしいと思いまし

た。 

子どもの家には、援助やオムツのつめあわせなど、上里独自の取り組みが、ほしい。夜間（早朝）

幼稚園ができてほしい。朝早く（始発の電車）→（東京へ仕事の人も多いです。（子育て世代）そ

ういう、人達の支援がほしい。）仕事する人のため施設では、よいイメージがありません。預ける

のは、嫌です。 
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【地域公共交通の充実・改善】 

自由意見 

こむぎっち号の本数増加。６時以降もバスほしいし、区画を広げてほしい（熊谷まで等）。 

車をもっていない人にとっての交通手段がとても悪いと思います。コミュニティバスではなく、

バス会社を導入されればと感じています。 

こむぎっち号について、利用者があまり見受けられないのですが、採算はとれているのでしょう

か。周りにも理にかなっていない上での運行でしたらコミュニティバスではなく、別制度を設ける

べきだと思います。 

買い物に行くのが大変な人達が増えてきているのでデマンドな交通手段があれば良くなると思

う。こむぎっち号に年間予算を取るなら、どの位使う人が居るのか、年間の利用者数がわかるよう

になっていれば良いと思う。 

生活をするには町内にも便利な商業施設は揃っていて満足です。ただ駅まで行くのが不便、駅前

にお店がない。上里ＳＡも東京からちょうど良い距離なのでもっと利用してもらえるようにしたら

良い。ドッグラン付きのＢＢＱ設備を作れば良いと思う。ペットと過ごしやすい町、遊びに来やす

い町にすると都心から人気になると思う。どうでしょうか？ 私は酪農業です。もっと地元農家と

コラボして観光したらいいと思います。 

こむぎっち号や公共バスの運営の充実と明瞭化。 

巡回バスは高齢になり免許返納した時に今よりもっと乗るので継続しているといいなと思う。 

こむぎっち号を子どもの送迎等子どもや親が安心して普段使い出来るよう改善（←人数の多い東

小から、少ない小学校児童館送迎、部活動等送迎等）。 

スーパーなどある地域とない地域があるので大小スーパーを５地区にあるといいと思います。こ

むぎっちバスもありますが、地域によってはバスのアクセスが悪いのでは？と思うところもありま

す。自動車の（高齢者）運転等も免許返納した場合に買い物に行きづらそうだな…と思いました。

便利なところと不便なところがないように見直ししていただけるといいのかな？と思いました。あ

と公園も各小学校周辺にあるといいのかなと思います。 

この町は人が住んでいない場所にそれらの施設が多い。公的施設を郊外に持っていきすぎてしま

っている。町の中心部に何もない。町の中心部に行く公共交通（バス）がないことはもったいない。

こむぎっち号はあるが本数がなく、また、時間帯も使いやすい時間でないため使わない。本庄駅に

行くバスがあるのに、神保原駅に行くバスがないことが不思議（同町内の駅に行くべきだ）。肝心

な部分で使い勝手が悪いということは、ニーズに応えていないことと考えられる。このニーズの部

分にいかにサポートできるかが、今後この町を左右するものではないか？ すごい町でなくていい、

“使いやすい町”を目指してもらいたい。 

神保原駅→上里駅へ。駅北側周辺の開発。上里町から伊勢崎へ橋を架ける。橋を架けたら駅を新

しく作り、伊勢崎とシャトルバスで往来。遠方から上里へ来たくなるような魅力的な町づくりと交

通づくり（新１７号ＢＰと伊勢崎、旧１７号、２５４国道をつなぎ、長瀞や秩父へも行き易くする

とか）。自分が住んでいる町だけ良くしようと思ってもダメです。 

コミュニティバスの本数が少な過ぎて、利用しづらいです。高齢者が増える中でせめて３０分に

１便くらいあればいいと思っていました。浸透していけば、利用する人も増えていくと思います。

上里町は総合病院がない為、本庄のコミュニティバスみたいのと連携したりして、病院に行けたら

最高です。車がなくても、もっと生活しやすい町にしてほしいです。 

こむぎっち号のバス、いままで人がのっているのを見たことがない。１年間にいくらかかるんで

すか。無駄はやめたほうがいい。 

こむぎっち号は殆んど人が乗車しておらず無駄である。人件費、バス固定費（維持費）に金がか

かりすぎである。必要な人にタクシーチケット等を配った方が良い。 
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自由意見 

町のバスにもう少し利用者が増えるといいと思っている。予約制にして高齢者にもっと使い安く

する方法はないだろうか。 

総合病院（町営）。送迎もしてくれる（移動手段のない年寄が増えるであろうから）。スーパー

マーケット（町営）。ＰＣで注文、配達してくれる。上記は経営者（町）の利益でなく、住民一人

一人の利益大になるようなものになると良い。送迎・配達により、雇用も生まれる。 

地域交通用こむぎっち号の利用者が少ない。もっと活用すべき。高齢者には年間パスポート（有

料年間使用料金を取り入れ）等で税金投入の意味活用するように願います。 

  



 71 

【防犯対策】 

自由意見 

道が暗い、街灯が少ない。 

子ども達が安全に安心して暮らせる町作りをお願いします。また、防犯対策で町内に積極的にカ

メラを多く設置して頂きたいです。 

上里に越して１年足らずですが、本当何もない町。それが良く、静かで過ごしやすい。ただただ

くらしづらい。あと変な人が多い。 

経済的不況などから起こる治安悪化対策の為、犯罪多発地域からの防犯カメラ設置。駅周辺の防

犯対策（警察署との連携等）。巡回型の街の防犯対策（警察署との連携）。 

藤木戸地区は防犯とか敬遠されがちの事が多く、七本木の方が出向く事が多いと聞いたが、人が

住んでいる所は、どこも怪しい場所はあるのだから警察のパトロールの強化をしてもらいたい。住

みはじめた当初と全然変わらない。意味がない。 

長幡地区ですが夜、街灯が少ないので子どもが部活などで帰りが遅い時はとても心配です。防犯

の為にも街灯を増やしてほしいです。素早い対応をお願います。（管原神社付近） 

外灯が少ない！！ 明るい所はよいが暗い所は本当に防犯上危ない。・防犯カメラ設置（不審者

対策として）  

神保原駅前がさびしすぎる。駐車場にしないでほしい。昔からの人達が、どいてほしい。（商売

しないのなら）商店街など、お店を出す人を誘致してほしい。土地を買いとって、商売する人に貸

し出すとか、売るとかにしてほしい。せっかく、高崎線という便利な路線が、いかせていない。ト

ライアル跡地も何か誘致してほしい。駐車場だけにしないでほしい。（住宅とか）。また、夜がさ

びしくなってしまうので、変な人が出たりしやすい。刃物をもった人はつかまったのでしょうか？  

住民税が高いわりに町に何も変化がないのはなぜ。近所に物を投げ込んだり（人の家へ）迷惑な

家族がいる。 

歩道や横断歩道はもっと外灯を充実して、安全なまちづくりをしてほしい。 

防犯にも力を入れてもらいたい。空き巣が増えているし犯人も捕まっていない。殺人事件が発生

しないうちに対策として防犯カメラは必要である。 

防犯について一言申し添えます。オートバイ、自転車、車上荒らしに逢いました。地形的に集落

のハズレにあるのも一つの問題点だと思います。オートバイ、自転車は盗まれました。 
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【生活環境の改善（ゴミ・清掃・悪臭）】 

自由意見 

イオンタウン上里の踏切をはさんで、牛のふんがあったり牛がいたりするのですが、とても臭い。

梅雨など、夏などという場合大変な日がある。 

家の周辺に猫が沢山いる。おそらく飼い猫だと思われるが、せっかく手入れした庭や家庭菜園を

糞・尿で汚されるととても残念である。立ち入らないための猫避け対策グッズを購入するにも、か

なりの出費がある。自分の家庭のことでの出費でないためやり切れない思いを感じる。同じように

対策されている近所の方も居るため、我が家だけの問題でもないと思う。是非、猫の飼育に関して

町での条例（飼い猫は自宅内で飼育する、家から出さない）を設けてもらいたい。町に転入した際

にも役場で話した事があったが、（飼育方について広報や回覧板で徹底してほしい旨）取り上げて

もらっていないのがとても残念である。約２０年弱町内在住 町長さんにも是非目を通してほしい

です。 

時々、外に出ると牛？のフンの匂いがよくする。もう少し対策をして頂きたい。 

しょうがないと思いますが、牛フンの臭いなどもどうにかしてほしいです。 

家蓄の排泄物や肥料等の臭気が強く、公害に匹敵するほど体調が悪くなる時期・日があります・

庭でゴミを燃やす家庭が多く、どうかしていると思う。それらがなくなれば、満足度もあがります。

対応・対策お願いします。切実な問題です。 

毎日、ゴミ捨てができたら、うれしいです。深谷などが、うらやましいです。 

役場の方の対応にはいつ満足しています。うれしいのは小型家電の回収イベント、年２回→３回

になるとよいな。犬の散歩をしていて気がつくのはフンの始末をしない人、それと道ばたのゴミで

す。月１でクリーンの日、やってもらうのは大変でしょうから、自発的にゴミひろいする人がいて

もおかしく見えない「声かけ」が町から出ているとやりやすいと思いました。くもったカーブミラ

ーもみがきたいんですよねぇ。 

ゴミの分別の強化を行ってもらいたいです。 

町内の道路の掃除してほしい。 

あたたかくなると畑でいろいろ燃やしますが、住宅地のところにある畑では非常に危ないので、

絶対やめてもらいたいのです。野焼きは法律で禁止されているはずです。畑の持ち主の方に文章に

て連絡してほしいです。特に年輩の方は平気で野焼き、及びゴミ等もやしています。困ります ク

リーンな上里町になるよう、心から祈っています。 

ゴミ屋敷と呼ばれる家の改善をしてほしい。環境、安全等生活する状況の中では全てに該当とな

るため。台風等の物損事故や交通道路へのはみ出し、火災の心配、ゴミ投棄の不安等につながるた

め。 

資源ゴミの日、ペットボトルのビニールをはがさずに出している人がいっぱいいます。いつも思

うのですが、はがさずに出して良いのですか。キャップだけはずして出せば手間かかりませんよね。

どちらでも良いのですか。 
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【行政手続・デジタル化】 

自由意見 

書類の電子化は早目に必要だと思います。メールなどにＰＤＦ添付すれば役所の手間や計費も削

減出来ます。人件費を増して人員の確保を優先し、より良い行政サービスが実施出来る体制を作っ

て下さい。公務員として働きたいと思える給与体系を作って下さい。 

ベンチャー企業に上里町の電子・デジタル化推進事業を依頼する。 

マイナンバーカードの意味がない。 

コロナ禍で街では非接触化が進み、学校や職場ではオンラインが推奨されています。デジタル化

のスピードを早く感じています。仕方のないことと思いつつ人と人とのつながりの機会が少なくな

ってしまいこのような状況のなかで良いまちづくりが成り立つのか不安です。まちは人が人のため

につくる、次の世代へ人が伝えていくもの、育てるものであって欲しいと思います。大変難しい問

題ではありますが、人と触れ合い、コミュニケーションがとれて意見を伝え合える、それこそがよ

いまちづくりへの第一歩だと思います。 

町からの配布物も毎月多い。ペーパーレスの時代に合っていない。資源、税金の無駄使いだし、

ゴミも増える。ネット配信にするなり欲しい人だけ取りに行くなりすればかなりコストカットでき

ると思う。そんなところに税金を使うなら子ども達に使ってほしい。 

いつになったら電子化になるのか。あの住基カードは何だったのか。何もできないカード。今も書類

を入手するのに無駄な紙を作っている。カード１枚でできないのか。出来ないのではない。やるきがな

いだけなのだ。金は有るのだ。無駄金を使えるのだから、足を運ばなくても自宅で書類の印刷も可にし

てほしい。 

ＩＣＴは他で良い物があれば追随で良いと思います。 

国を挙げての情報化推進の中ではあるが、個人の情報については、権利・義務の行使者たる役所は、

慎重に事を進めるべきである。つい先日ＬINE の情報漏洩が発覚したところである。一たび漏れば消去

は容易ではない。セキュリティ対策を充分に講じた上で進めるのが良いと感じる。間違いのない対策を

望む。 

マイナンバーカードを作ったが、今は何の使い道がないと言われた。身分証明書は免許書がある

のでナンバーカードは必要ない。 

デジタル化もいいですがアナログな人もいるのでその人々にも手をさしのべてほしいです。 

時代の流れとともに、オンライン、ＡＩが進んでいますが大変良い事だと思いますが、疑問も有

ります。判らない事はホームページを見て下さい、困った時はここへＴＥＬして下さいと良く見ま

す。しかし高齢者の方、視覚障害の有る方、難聴の方、オンライン他活用出来ると思いますか？ 弱

い方に光が当っていませんよね、全ての人がパソコン、スマホ持っていません。若い方優先、健常

者優先では、今のコロナワクチンにしても予約すら出来ない人もいる状態だと思います、上里は全

ての人に光を当てて望ましいと思います。 

デジタル化の急ピッチな世の中の動きに時々戸まどい細部の指導を望む者です。生活の中での個

人的勉強には無理があります。 

問２０について。書類等を提出する際の手続きについてですが、各課に行かなければならない場

合があり、１か所で手続が済むようになると良いのですが…。（例）住所変更、施設入所、身障手

帳…などの手続き他。書類の記入の仕方などフリーの案内人がいらっしゃると敷居が高くなくなる

と思います。また手続もれが減るかと思われますのでよろしくお願いします。 
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Ⅵ．調査票 
 

第５次上里町総合振興計画後期基本計画策定のためのアンケート調査 
 

あなたご自身のことについて 
  

問１ あなたご自身のことについて伺います。（それぞれ１つに○） 

（１）性別 １．男        ２．女      

（２）年齢 
１．20 歳未満 ２．20歳代  ３．30歳代  ４．40歳代  ５．50歳代 

６．60 歳代  ７．70歳代  ８．80歳代  ９．90歳以上 

（３）職業等 
１．自営業・自営業の家族従業者  ２．会社員・公務員（派遣含む） 

３．臨時雇用・パート ４．学生  ５．家事専業  ６．無職 

（４）業種 

（(３)職業等で「１．」～「３．」を選択した方のみ） 

１．農業  ２．製造業 ３．建設業 ４．卸小売業 ５．医療・福祉 

６．宿泊・飲食サービス業 ７．その他サービス業 ８．その他 

（５）居住地 
１．賀美小学校区   ２．長幡小学校区 ３．七本木小学校区 

４．上里東小学校区  ５．神保原小学校区 

 
 
 

お住まいについて 
 

問２ あなたの現在のお住まいは、次のうちどれにあてはまりますか。（１つに○） 

１．戸建て（持ち家） 

４．公営住宅 

２．戸建て（借家） 

５．社宅・寮 

３．民間の賃貸アパート 

６．その他（       ） 
 

問３ あなたは、上里町に住み始めてから、何年になりますか。町外に一度出て戻られた場合は、

通算した年数をお答えください。（１つに○） 

１．１年未満 ２．１～３年未満 ３．３～５年未満 

４．５年～10 年未満 ５．10年～15 年未満 ６．15年～20 年未満 

７．20年以上 ８．生まれた時からずっと(転出経験なし) 
 
 

現在の暮らしについて 

 

問４ 現在の上里町での暮らしについて、満足していますか、それとも不満ですか。（１つに○） 

１．満足している 

２．どちらかといえば満足している 

３．どちらかといえば不満である 

４．不満である 

  



 75 

問５ あなたは、上里町は住みよいと感じていますか。（１つに○） 

１．住みよい       ２．まあまあ住みよい   

３．あまり住みよくない  ４．住みよくない 

 

【問５で「１．住みよい」「２．まあまあ住みよい」を選択した方に伺います。】 

問 5-1 上里町が住みやすいと感じる点は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．公園や自然などの環境がよい 

３．町外への交通の便がよい 

５．治安がよい 

７．保育・教育のサービスがよい 

９．近所のつきあい、地域活動の活発さ 

11．買い物の場所や手段が充実している 

13．わからない・特にない 

２．町内の交通の便がよい 

４．就労の機会が多い 

６．防災体制が整っている 

８．医療・福祉のサービスがよい 

10．公共施設などが充実している 

12．その他（             ） 

 

（次は問６へ） 
 

【問５で「３．あまり住みよくない」「４．住みよくない」を選択した方に伺います。】 

問 5-2 上里町が住みよくないと感じる原因は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．公園や自然などが少ない      ２．町内の交通の便が悪い 

３．町外への交通の便が悪い      ４．就労の機会が少ない 

５．治安が悪い            ６．防災体制が整っていない 

７．保育・教育のサービスが不十分   ８．医療・福祉のサービスが不十分 

９．近所のつきあい、地域活動が少ない 10．公共施設が充実していない 

11．買い物の場所や手段が少ない    12．その他（             ） 

13．わからない・特にない 

- 

【ここから再び全員に伺います。】 

問６ あなたは、今後も上里町に住み続けたいですか。（１つに○） 

１．ずっと住み続けたい   ２．当分は住み続けたい  ３．わからない 

４．いずれ町外に転出したい  ５．すぐに町外に転出したい   

 
【問６で「４．いずれ町外に転出したい」、「５．すぐに町外に転出したい」を選択した方に伺
います。】 

問 6-1 転出する理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．進学・転勤・就業のため 

３．妊娠・出産のため 

５．親の介護のため 

７．生活環境がよくないため 

９．その他（           ） 

２．結婚のため 

４．子どもの学校のため 

６．町の行政サービスに不満足なため 

８．公共交通がよくないため（電車・バス等） 

10．理由はない 

  

問７へ 

問 6-1へ 

問 5-1へ 

問 5-2へ 
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【ここから再び全員に伺います。】 
 

問７ 新型コロナウイルス感染症の影響についてお聞きします。コロナ禍以前と比べて、生活や心

身にどのような変化がありましたか。（あてはまるものすべてに○） 

１．収入の減少              ２．健康の悪化 

３．外出機会の減少            ４．人との交流機会の減少 

５．地域活動の停滞            ６．精神的なゆとりの減少 

７．その他（具体的に：        ） ８．困っていることは特にない 

 

問８ 新しい生活様式※に対応するために、今後町は、どのような取組を特に進めるべきだと思い

ますか。（主なもの３つまでに○） 

１．行政手続きの非接触化（オンライン化、キャッシュレス決済の推進等） 

２．避難所の３密対策やアプリを活用した被害・避難情報の収集・提供など新たな災害対応 

３．学校教育におけるデジタル技術を活用した授業の導入 

４．オンライン診療・オンライン服薬指導の環境整備 

５．オンラインやインターネットを活用した見守りや相談、地域活動の情報提供など、地域の新

しいつながりの創出 

６．テレワークなどを活用した、時間や場所にとらわれない柔軟な働き方の推進 

７．文化・芸術・スポーツ・伝統行事などのリモートライブやプロモーション動画の配信など 

８．その他（                                 ） 

※新しい生活様式：新型コロナウイルス等の感染拡大を防ぐために、飛沫感染や接触感染、さらには近距離での会話へ
の対策を、これまで以上に日常生活に組み込んだ生活様式のこと。 

 

健康について 
  

問９ あなたは現在、「健康」だと思いますか。（１つに○） 

１．そう思う      ２．ややそう思う    

３．あまり思わない   ４．まったく思わない  

 

【問９で「１．そう思う」「２．ややそう思う」を選択した方に伺います。】 

問 9-1 あなたが健康だと感じることができるのは、どういうことに気をつけているか

らだと思いますか。（主なもの３つまでに○） 

１．定期的に運動しているから 

３．食事の量やバランスなどに気をつけているから  

５．酒を飲まない、または飲む量に気をつけているから 

２．ストレスをためないように気をつけているから  

４．規則正しい生活を心がけているから 

６．たばこを吸わない、または吸う量に気をつけているから 

７．趣味活動や地域活動に積極的に参加する意欲を持っているから 

８．医療機関等で定期検診を受けているから 

９．その他（具体的に：                    ） 

（次は問 10へ） 
 

  

問 9-1へ 

問 9-2へ 
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【問９で｢３．あまり思わない｣｢４．まったく思わない｣を選択した方に伺います。】 

問 9-2 あなたが健康だと感じることができないのは、どういうことが原因だと思いま

すか。（主なもの３つまでに○） 

１．定期的に運動をしていないから     ２．ストレスをためてしまうから 

３．偏食や食事時間の不規則が多いから   ４．規則正しい生活ができていないから 

５．適量以上の酒を飲むから        ６．たばこを吸うから 

７．趣味活動や地域活動に積極的に参加する意欲がないから 

８．その他（具体的に：                    ） 

 

【ここから再び全員に伺います。】 

 

問10 あなたは、過去１年間に、スポーツ・レクリエーション活動をする機会がどのくらいありま

したか。（散歩やウォーキング、軽い体操、子どもとの体を使った遊び、通勤や家事などの

日常生活の中で意識的に体を動かすことなども含めます。）（１つに○） 
 

１．週に３回以上 

４．月に１～３回程度 

２．週に２回程度 

５．年に数回程度 

３．週に１回程度 

６．ない 

 

生涯学習について 

  

問11 あなたが、現在学んでいることと、今後学びたいことは何ですか。（それぞれ１つに○） 

項 目 

(1) 現在の状況 (2) 今後の希望 

学んで 
いる 

学んで 
いない 

学び 
たい 

学びたい
とは思わ
ない 

① 郷土史、史跡研究、古典研究などの歴史 １ ２ １ ２ 

② 語学、コンピュータなどの仕事に役立つ知識や技能 １ ２ １ ２ 

③ 体操、健康づくり、スポーツ １ ２ １ ２ 

④ 美術、書道、音楽などの芸術文化 １ ２ １ ２ 

⑤ 園芸、食生活、健康管理などの家庭生活 １ ２ １ ２ 

⑥ その他（具体的に：            ） １ ２ １ ２ 
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防災について 
  

問12 あなたは、災害への備えのために次のことを実践していますか。（それぞれ１つに○） 

項 目 
いつも 

行っている 
行っている 

あまり 
行っていない 

まったく 
行っていない 

①防災備品の準備（懐中電灯、消火器、
救急箱、非常用持出し袋など） １ ２ ３ ４ 

②家具の転倒防止策 １ ２ ３ ４ 

③被災時の家族との連絡方法の確認 １ ２ ３ ４ 

④避難所・避難場所の確認 １ ２ ３ ４ 

⑤ハザードマップでの危険箇所の確認 １ ２ ３ ４ 

 

問13 地震が発生したときや、大雨により災害の発生の恐れがある場合、どのような手段で避難情

報などを収集していますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．テレビ           ２．ラジオ 

３．町から配信される防災メール ４．インターネットからの災害情報（上記１～３の情報源を除く） 

５．町の防災無線        ６．近所の人等からの口頭による情報 

７．その他（具体的に：                        ） 

 

環境について 
 
問14 次の項目は、環境問題の一例です。この中であなたが一番関心のあるものは何ですか。 

（１つに○） 

１．化学物質などによる大気の汚染    ２．海へのプラスチックごみ流出 

３．二酸化炭素排出量の増加       ４．異常気象（気温の上昇、大雨の増加など） 

５．ごみ排出量の増加          ６．リサイクル問題 

７．河川などの水質悪化         ８．農作物収穫量の減少 

９．外来生物の増加           10．その他（          ） 

 

公共交通対策について 
  

問15 あなたは、町内や近隣への交通手段として、どのような取組が充実すればいいと思いますか。

（主なもの３つまでに○） 

１．高崎線の利便性の確保  ２．民間バス（本庄市等）の利便性の確保 

３．八高線の利便性の確保  ４．こむぎっち号（コミュニティバス）の充実 

５．町内と本庄や藤岡の市街地を結ぶ公共交通の確保 

６．町内と本庄早稲田駅を結ぶ公共交通の確保 

７．障害者や高齢者などのための送迎サービスの充実 

８．新たな公共交通サービス（デマンドタクシー※等）の導入 ９．その他（具体的に：       ） 

10．現状のままでよい                 11．わからない 

※デマンドタクシー：予約制の乗り合いタクシーのことで、利用者の要望（デマンド）に応じて利用する時間帯や乗降場
所を決められる交通サービス。 
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産業振興策について 

  

問16 あなたは、町の農業を振興するため、今後どのようなことに力を入れるべきだと思いますか。

（主なもの３つまでに○）  

１．農地整備や農地集約、農業生産団体育成による生産体制の強化 

２．農業後継者の育成 

３．最先端のロボット技術や情報通信技術を活用した農業の積極的導入 

４．地場特産品の開発、販売の促進     

５．体験農業、観光農業、町民農園などの振興  

６．低農薬・有機栽培など環境にやさしい農業の振興 

７．地産地消の推進ならびに流通・販売体制の確立  

８．その他（具体的に：                         ） 

９．現状のままでよい           

10．わからない 

 

問17 あなたは、町の商業を振興するため、今後どのようなことに力を入れるべきだと思いますか。

（主なもの２つまでに○） 

１．神保原駅周辺や国道 17号沿線の商業環境の整備 

２．上里サービスエリアでの地元商業者の店づくりの促進 

３．起業・創業を希望する人への支援 

４．大規模な店舗（スーパー、デパートなど）の誘致 

５．商業イベントの開催や消費者サービスなど販売促進対策の充実 

６．商業経営の近代化やサービスの向上のための支援の充実 

７．その他（具体的に：                        ） 

８．現状のままでよい 

９．わからない 

 

問18 あなたは、町の工業を振興するため、今後どのようなことに力を入れるべきだと思いますか。

（主なもの２つまでに○） 

１．既存企業の育成・振興 

２．工業用地の整備と優良企業の誘致 

３．起業家への支援や新産業の開発・育成 

４．既存企業の集約等による住宅地域・工業地域混在の解消  

５．その他（具体的に：                        ） 

６．現状のままでよい 

７．わからない 
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問19 あなたは、町の観光振興のために、今後どのようなことに力を入れるべきだと思いますか。

（主なもの２つまでに○） 

１．まちの歴史・文化をテーマとした観光機能の充実 

２．観光農業や河川の自然環境を活用した上里ＳＡ周辺地区の整備事業の推進 

３．イベントや祭りの内容の充実 

４．近隣市町村との連携による観光ルートの設定 

５．その他（具体的に：                        ） 

６．現状のままでよい    

７．わからない 

 

行政運営について 
  

問20 あなたは、役場の仕事ぶりをどう感じていますか。（それぞれ１つに○） 

項 目 
非常に 

良い 
良い 悪い 

非常に 

悪い 

わから 

ない 

職員の 

対応・態度 

① 来訪者への対応 １ ２ ３ ４ ５ 

② 小さい子ども連れへの対応 １ ２ ３ ４ ５ 

③ 高齢者への対応 １ ２ ３ ４ ５ 

仕事の 

対応の早さ 

④ 窓口対応の早さ １ ２ ３ ４ ５ 

⑤ 相談への対応の早さ １ ２ ３ ４ ５ 

⑥ 現場確認の対応の早さ １ ２ ３ ４ ５ 

利用時間の
長さ 

⑦ 平日の開庁時間の長さ １ ２ ３ ４ ５ 

⑧ 休日開庁の頻度 １ ２ ３ ４ ５ 

手続きの 

しやすさ 

⑨ 書類の記入のしやすさ １ ２ ３ ４ ５ 

⑩ 書類等を提出する際の手続きのしやすさ １ ２ ３ ４ ５ 

その他 ⑪ 職員のコスト意識について １ ２ ３ ４ ５ 

 

行政デジタル化について 
 

問21 行政サービスにＩＣＴ※を活用する場合、どのような分野に優先的に導入することが望まし

いと考えますか（主なもの３つまでに○） 

１．住民票や税などの証明書のコンビニ交付サービス(24時間 365 日・どこでも) 

２．窓口案内・窓口対応の機械化(タッチパネルやＡＩ（人工知能）などの利用等) 

３．役場での支払いにおけるキャッシュレス決済 

４．ワンストップサービス（１カ所で複数の行政手続きが完了するサービス）の展開 

５．各種行政サービス手続き(施設予約も含め)のオンライン化や添付書類の省略 

６．行政資料や行政情報のインターネットでの公開 

７．上里町専用スマートフォンアプリによる、イベントや防災情報、その他行政情報の提供 

８．メッセンジャーアプリ（即時のメッセージのやり取りが可能）などを活用した、ＡＩ（人

工知能）等による行政相談や行政手続き案内 

９．その他（                ） 

※ＩＣＴ：情報通信技術。コンピュータ関連技術やその活用方法を意味する。  
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問22 あなたは、過去１年間、キャッシュレス決済（電子的決済手段を指し、小切手や商品券を除

く）を利用したことはありますか。利用した決済の種類もお答えください。（あてはまるも

のすべてに○） 

１．利用していない         ２．クレジットカードを利用した 

３．チャージ（入金）するカード型電子マネーを利用した 

４．スマートフォン決済を利用した  ５．デビットカード（銀行口座からの即時決済）を利用した 

６．その他（          ）を利用した 

 

地域との関わりなどについて 
 

問23 あなたは、この１年間で何らかのボランティア活動に参加しましたか。（１つに○） 

１．参加した →（問 23-1へ）   ２．参加していない →（問 23-2 へ） 

 
【問23で「１．参加した」を選んだ方に伺います。】 
 

問 23-1 どんな分野の活動団体・グループですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．健康づくりの支援活動   ２．高齢者への支援活動   ３．障害者への支援活動 

４．子育て支援活動       ５．文化・スポーツなど生涯学習活動 

６．地域づくりのための活動（行政区活動を含む） ７．防犯や防災など生活安全の活動 

８．リサイクルなど環境保全活動                  ９．災害援助活動 

10．その他（具体的に：                      ） 

（次は問 24へ） 
 
【問23で「２．参加していない」を選んだ方に伺います。】 
 

問 23-2 参加するとしたら、どんな分野の活動団体・グループに参加したいですか。（あ

てはまるものすべてに○） 

１．健康づくりの支援活動   ２．高齢者への支援活動   ３．障害者への支援活動 

４．子育て支援活動       ５．文化・スポーツなど生涯学習活動 

６．地域づくりのための活動（行政区活動を含む） ７．防犯や防災など生活安全の活動 

８．リサイクルなど環境保全活動                  ９．災害援助活動 

10．その他（具体的に：                      ） 

11．参加する予定（つもり）はない 

 
【ここから再び全員に伺います】 
 
問24 あなたは現在、外国籍の方と何らかの交流をしていますか。あなたご自身が外国籍の方であ

る場合、日本人との交流についてお答えください。（１つに○） 

１．家に行ったり一緒に出かけたりする程度  ２．立ち話をする程度   

３．挨拶をする程度             ４．交流をしていない   

 

問25 外国籍の方と共に暮らしやすい地域にするために、どのような交流の場が必要と思いますか。

あなたご自身が外国籍の方である場合、日本人との交流についてお答えください。（あては

まるもの２つまでに○） 

１．互いの言語で言葉を学び合う場   ２．ゴミ出し等の生活に関わる相談等ができる場 

３．祭りや防災訓練など地域活動の場  ４．互いの文化や風習・遊びなどを教え合う場 

５．その他（                        ） 
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問26 あなたの住んでいる地域やあなたの地域との関わり方について、以下のことをどう感じてい

ますか。(それぞれ１つに○) 

項 目 
そう 
思う 

やや 
そう思う 

あまり 
思わない 

まったく 
思わない 

①自分の住んでいる地区は、近所づきあいや地域活

動が活発な地区である 
１ ２ ３ ４ 

②自分自身は、積極的に近所づきあいや地域活動に

参加している 
１ ２ ３ ４ 

③自分の住んでいる地区は、困っている人を助ける

仕組みができている 
１ ２ ３ ４ 

④自分の住んでいる地区は、日頃から防犯のための

目配りができている 
１ ２ ３ ４ 

⑤自分の住んでいる地区は、災害が起こっても、み

んなで助け合えると思う 
１ ２ ３ ４ 

⑥自分の住んでいる地区は、環境美化活動に熱心である １ ２ ３ ４ 

 

男女共同参画の推進について 
 

問27 あなたは、次にあげるような分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。 

（①～③のそれぞれについて、どちらかが優遇されている、または平等と思うという１～６

の番号１つに○） 

項 目 
男性 
優遇 

どちらかといえば 
男性優遇 

平等 
どちらかといえば 
女性優遇 

女性 
優遇 

わから 
ない 

①法律や制度の上では １ ２ ３ ４ ５ ６ 

②社会全体では １ ２ ３ ４ ５ ６ 

③家庭生活では １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

まちづくりの方向について 
  

問28 あなたは、今後の上里町はどういう方向のまちを目指すべきだと考えますか。 

（主なもの３つまでに○） 

１．良好な生活環境の整った住宅のまち 

２．地域全体で子どもの成長を支援する子育てのまち 

３．高齢者や障害者等を大切にする福祉のまち 

４．台風や大雨、地震などの災害に強い防災のまち 

５．道路や鉄道の機能を活かした交通拠点のまち 

６．高度な技術を中心に都市的工業の整ったまち 

７．農業振興を中心にした緑豊かな田園のまち   

８．商業が盛んで買い物が便利なまち 

９．町の資源を活かした観光・交流のまち 

10．学校教育や生涯学習が充実した教育と文化のまち 

11．スポーツが盛んな健康的なまち 

12．事故や犯罪のない安全安心なまち 

13．資源を再利用し、ごみゼロをめざす環境保全のまち 

14．その他（具体的に:                     ） 
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問29 あなたは、上里町のまちづくりの活動に参加したいと思いますか。また、どのような分野で

参加したいと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．参加したい   ２．参加したいとは思わない   ３．どちらともいえない 

 
【問29で「１．参加したい」を選んだ方に伺います。】 

問 29-1 どのような分野の活動に参加を望まれますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．良好な生活環境づくりに貢献するまちづくり活動 

２．地域全体で子どもの成長を支援する子育て支援活動 

３．高齢者や障害者等を支援する福祉活動 

４．台風や大雨、地震などの災害に備える防災活動 

５．道路のなどの公共の場をきれいにする環境美化活動 

６．賑わいの創出につながる商業振興の活動 

７．町の資源を活かした観光・交流のまちづくり活動 

８．子どもの学校生活を支援する教育活動 

９．生きがいづくりにつながる生涯学習などの文化活動 

10．健康増進につながるスポーツ活動 

11．事故や犯罪を未然に防ぐ防犯活動 

12．資源を再利用し、ごみゼロをめざす環境保全活動 

13．その他（具体的に:                     ） 

 

【ここから再び全員に伺います】 

問30 上里町は住み続けたいまちづくりのため、神保原駅周辺の魅力を高める取組を進めています。

駅周辺の魅力を高めるためには、どのような機能を持つ公共の場が必要だと思いますか。(主

なもの２つまでに〇) 

１．文化・芸術の発表や観賞を行える場 

２．生涯学習やコミュニティ活動のため皆で集まれる場 

３．健康を促進するため運動を行える場 

４．図書に触れ学習などを行える場 

５．様々な行政手続きを行える場 

６．集中して勉強や仕事に打ち込める場 

７．世代間で交流できる場 

８．その他（                   ） 

９．わからない 

10．新しい場は必要ない 

 

 
 

問 30へ 
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各分野の満足度・重要度について 
  

問31 上里町の生活環境やまちづくりの現状について、おたずねします。以下の各項目の現状について

どの程度満足していますか。また、今後上里町が取り組むべき重要度についてお答えください。

（それぞれの項目について、あてはまる番号１つずつに○） 

 
評 価 等   

 
 

 
項  目 

満足度  重要度 

満
足
し
て
い
る 

や
や
満
足
し
て
い
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

や
や
不
満
で
あ
る 

不
満
で
あ
る 

 
重
要
で
あ
る 

や
や
重
要
で
あ
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

あ
ま
り
重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

保
健
・
医
療
・
福
祉 

(1) 保健・医療の充実 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

(2) 地域福祉の充実（住民相互の支え合い活動） １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

(3) 子ども・子育て支援の充実 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

(4) 高齢者福祉・介護の充実 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

(5) 障害者（児）福祉の充実 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

(6) 経済的困窮者への支援 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

生
活
環
境 

(7) 都市基盤の充実（道路や歩道の整備など） １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

(8) 情報基盤・発信力の強化（インターネット

の環境整備やそれを活用した情報発信） 
１ ２ ３ ４ ５ 

 
１ ２ ３ ４ ５ 

(9) 環境保全の推進（自然保護、ごみ・排水

処理、省エネなど） 
１ ２ ３ ４ ５ 

 
１ ２ ３ ４ ５ 

(10) 快適な住環境の確保（安全な住宅や水道

の整備等） 
１ ２ ３ ４ ５ 

 
１ ２ ３ ４ ５ 

(11) 公園の整備 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

(12) 消防・防災の強化 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

(13) 防犯対策の強化（防犯灯、防犯カメラの

設置等） 
１ ２ ３ ４ ５ 

 
１ ２ ３ ４ ５ 

(14) 交通安全対策の強化（交通安全教育、交

通安全施設の整備） 
１ ２ ３ ４ ５ 

 
１ ２ ３ ４ ５ 

産
業
振
興 

(15) 農業の振興 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

(16) 商工業の振興 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

(17) 観光・交流のまちづくりの推進 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

(18) 雇用対策の推進 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

教
育
・
文
化 

(19) 学校教育の充実 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

(20) 文化・芸術の振興 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

(21) 歴史・文化の保全と活用 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

(22) 生涯スポーツの振興 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

ま
ち
づ
く
り
・
行
財
政 

(23) まちづくりへの参画の促進 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

(24) まちづくりの情報提供の発信 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

(25) 健全な行財政運営の推進 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

(26) 行政サービスの電子化 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

(27) 男女共同参画の推進 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 

(28) 人権擁護の推進 １ ２ ３ ４ ５  １ ２ ３ ４ ５ 
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◎ まちづくりについてご意見などがありましたら、お聞かせください。 

  
＜自由意見欄＞ 

  
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

 

恐れ入りますが、記入もれがないかご確認の上、同封の返信用封筒に入れて、 

令和３年５月10日（月） までにご投函をお願いいたします。 

 
 


